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改修工事（建築工事）

小大工-1

可児市立今渡北小学校賃貸借校舎トイレ・渡り廊下増築工事

◎注意事項

　この内訳書の工事項目及び数量は、積算する上での参考
資料です。
　積算の際は、設計図面にて工事項目及び数量を拾い出し
積算して下さい。

可児市 教育委員会事務局 教育総務課

課長 係長 検算 設計



今渡北小学校



小大工-1 工事箇所
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ワンデーレスポンスの取組について

この工事は、ワンデーレスポンス実施対象工事である。
　「ワンデーレスポンス」とは受注者からの質問、協議、報告、承諾願、立会願等への回答は、基本的に「その日のうち」に回
答するよう対応することである。ただし、即日回答が困難な場合は、いつまでに回答が必要なのかを受注者と協議のうえ、回
答期限を設けるなど、何らかの回答を「その日のうち」にすることとする。

使用材料

生コンクリートについて
本工事に使用するコンクリートの水セメント比は、鉄筋コンクリート（24Ｎ/㎟以上）については55％以下、無筋コンクリート及
び鉄筋コンクリート（21Ｎ/㎟以下）については60％以下、均しコンクリートについては60％程度とし、品質を証明する書類を
提出して、事前に監督員の許可を得ること。

工事施工について

受注者は、工事着手に先立ち、現場付近の地元住民等に対する周知、説明、説得等を行い、トラブルの生じないよう努め
ること。

工事による既設構造物の破損については、未然に防止するよう予め十分調査をし、また、支障を及ぼさないよう相当の防護
工を施工しなければならない。なお、誤って損傷を与えた場合は、受注者の責任において復旧しなければならない。調査
に際しては、記録保存の必要を認めた場合は写真撮影、測量等を行わなければならない。

本工事において、発注者、受注者及び全下請人を被保険者として、工事着手から工事目的物の引渡しまでの期間について、賠
償責任保険（保険対象：第三者に与えた損害）及び工事保険（保険対象：工事目的物、工事材料及び仮設物等）に加入するも
のとする。

受注者は、工事請負契約書、公共建築、電気設備、機械設備工事標準仕様書(最新版)、公共建築、電機設備、機械設備
改修工事標準仕様書(最新版)、可児市建設工事共通仕様書及び特記仕様書に基づき施工するものとする。なお、特記仕
様書は共通仕様書に優先する。

受注者は、本工事が「可児市工事品質証明実施要領」の対象となる場合、要領に基づき品質の証明を実施しなければなら
ない。

提出・提示書類は別添「可児市建設工事における取扱い書類一覧表」に基づき実施するものとする。また、工事打合簿（指
示、協議、承諾は除く）、材料確認簿、夜間・休日作業届けの書類を提出する場合は、所定の様式に基づき、電子メールに
て提出するものとし、書面には署名または押印する必要はないものとする。これらに定めのない事項については、監督員と
協議する。

建設副産物有効利用及び適正処理について

受注者は、建設副産物を排出するにあたっては、建設リサイクル法を遵守するとともに、「岐阜県建設副産物有効利用及び
適正処理実施要綱」により、適切に実施すること。

建設発生土については、工事間流用とし、流用先は監督員が指示する。都合により工事間流用ができなくなった場合は、
別途協議する。また受注者の都合により処分場を変更する時は監督員に報告するものとする。なお、「岐阜県埋立て等の
規制に関する条例」及び「岐阜県建設発生土管理基準」に基づき適正な利用の推進を図ること。

工事番号 可児市　今渡　地内 施設名 今渡北小学校

円

工事名 可児市立今渡北小学校賃貸借校舎トイレ・渡り廊下増築工事

理         由  工　　事　　概　　要 

　本工事は今渡北小学校において、児童数の
増加と学級編成が３５人に引き下げられるこ
とにより今後のクラス数増加に対し教室不足
が生じるため、賃貸借校舎を普通教室や特別
支援教室として使用していく必要があり利便
性を図りトイレと渡り廊下を増築するもので
ある。

建築工事　一式
　増築トイレ：鉄骨造平屋建て、床面積A=61.50m2
　増築渡り廊下：鉄骨造平屋建て、床面積A=25.75m2

電機設備工事　一式

機械設備工事　一式

特  記  仕  様  書

工事保険について

金     額 円 内消費税相当額
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その他図面特記仕様書による。

その他
学校の生徒や先生、来場者等への安全対策に配慮すること。また、学校運営に支障が無い様にするため、学校や教育委員会と
事前に仮設計画や工程等に関する協議を行うこと。

新型コロナウイルス感染症の罹患に伴う対応について

本工事において、下記について適切に対応するものとする。

国の「新型コロナウイルスの感染症対策基本方針」及び岐阜県の「建設現場等における新型コロナウイルス感染症対応マ
ニュアル」に準拠する。

工事現場等において現場状況等を勘案しつつ、現場内のアルコール消毒設置や定期的な消毒など感染予防対策を徹底
すると共に、担当職員や全ての作業従事者等の健康管理に留意すること。

受注した工事に係る作業従事者等において、感染が疑われる場合もしくは感染が判明した場合は、発注者及び保健所等
に連絡すると共に、保健所等の指示に従い適切な措置が講じられるよう、周知を徹底すること。

新型コロナウイルスの影響により、工期の見直しや請負代金額の変更等が必要になる場合については監督員と協議を行う
こと。なお、特段の事情がない限り、受注者の責によらない事由によるものとして取り扱うものとする。

可児市公共基準点の保全について
工事施工区域内に可児市公共基準点が設置してある場合は、基準点鋲を滅失・き損または、その効用に支障をきたすことのな
いよう充分に留意すること。施工上止むを得ず支障となる場合は、事前に監督員に報告すること。

法定外の労災保険の付保
本工事において、受注者は法定外の労災保険に付さなければならない。

建築物・工作物等の解体・改修工事に伴うアスベスト調査について
工事規模、請負金額にかかわらず事前にアスベストの使用の有無の事前調査を行うこと。また、一定規模以上の工事は、事前調
査結果を岐阜県に報告すること。

「岐阜県電子納品要領」等に基づき、電子納品を行うこと。なお、電子納品の内容については、監督員と事前に協議し、決定する
こと。

暴力団等による不当介入における通報義務について

受注者は、契約の履行に当たって、暴力団又は暴力団員等から、事実関係及び社会通念等に照らして合理的な理由が認
められない不当若しくは違法な要求又は契約の適正な履行を妨げる妨害を受けたときは、警察へ通報するとともに、可児
市が行う契約からの暴力団排除に関する措置要綱（平成２２年可児市訓令甲第４７号）に定める様式第９号により可児市に
報告しなければならない。なお、通報・報告がない場合は、可児市建設工事請負契約に係る指名停止措置要領に基づき、
指名停止等の措置を行うことがある。

受注者は、暴力団又は暴力団員等による不当介入を受けたことにより、履行期間内に工事等を完了することができないとき
は、発注者に履行期間の延長変更を請求することができる。

現場代理人の兼務について
現場代理人は、工事請負契約約款第１０条第２項の規定により、契約工期内の現場常駐が義務付けられているが、契約締結
後、現場事務所の設置、資機材の搬入又は仮設工事等が開始されるまでの期間や、工事の全部の施工を一時中止している期
間については、監督員との連絡体制を確保した上で、常駐義務を緩和するものとする。
また、以下の条件を全て満たす場合に、他工事の現場代理人又は専任でない主任技術者を兼務することができる。
  1. 他工事は、可児市発注の建設工事で、工事現場が市内であること。
  2. 他工事においても、本工事と同様に現場代理人の兼務を認めていること。
  3. 兼務を行う工事の総数が、本工事を含めて３件までであること。
  4. 兼務を行う工事の請負代金額の合計が３，５００万円未満であること。
  5. 発注者又は監督員が求めた場合には、工事現場に速やかに向かう等の対応ができること。
なお、工事現場における運営、取締り及び権限の行使に支障がある場合、及び、発注者との連絡体制が確保されていないと監
督員が認めた場合は、兼務を取り消すものとする。
現場代理人が兼務となった場合は、本工事の監督員及び他工事の監督員の双方に、現場代理人兼務届を提出しなければなら
ない。

実施にあたっては、「可児市工事監督におけるワンデーレスポンス実施要領」に基づき実施する。

受注者は工事施工中において、問題が発生した場合や計画工程と実施工程を比較照査し、差異が生じた場合は速やかに
監督員へ報告すること。

受注者は、施工計画書に基づいて適正な計画工程を作成し、工事の先々を予見しながら、施工するものとする。

電子納品について



可児市立今渡北小学校賃貸借校舎トイレ・渡り廊下増築工事

A 建築工事 1.00 式

E 電気設備工事 1.00 式

M 機械設備工事 1.00 式

I 直接工事費

Ⅱ 共通仮設費 （共通仮設工事費積上分を含む） 1.00 式

　 純工事費　　　計 　 　

　
Ⅲ 現場管理費 1.00 式

工事原価　　　計

　 　 　
　

Ⅳ 一般管理費等負担額 1.00 式

工事価格　　計

　
Ⅴ 消費税相当額 1.00 式

総　　合　　計

金　　　　額 備　　　　　　　　　　考記号 工    事    名    称 摘　　　　　　　　　要 数　　量 単位 単　　　価

　　総　括 1 内訳書　　　



Ａ 建築工事

A-Ⅰ トイレ棟 1.0 式

A-Ⅱ 渡り廊下棟 1.0 式

計　

摘　　　　要名　　　　　称 仕　　　　　様 数　  量 単位 単　　価 金　　　　額

  P - 2  



A-Ⅰ トイレ棟

A-1 直接仮設工事 1.0 式

A-2 土工事 1.0 式

A-3 地業工事 1.0 式

A-4 鉄筋工事 1.0 式

A-5 コンクリート工事 1.0 式

A-6 鉄骨工事 1.0 式

A-7 組積・外装パネル工事 1.0 式

A-8 防水工事 1.0 式

A-9 屋根及びとい工事 1.0 式

A-10 金属工事 1.0 式

A-11 左官工事 1.0 式

A-12 建具工事 1.0 式

A-13 塗装工事 1.0 式

A-14 内装工事 1.0 式

A-15 仕上ユニット工事 1.0 式

A-16 外構工事 1.0 式

摘　　　　要名　　　　　称 仕　　　　　様 数　  量 単位 単　　価 金　　　　額
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摘　　　　要名　　　　　称 仕　　　　　様 数　  量 単位 単　　価 金　　　　額

A-17 既設改修工事 1.0 式

A-18 撤去工事 1.0 式

A-19 発生材処分費 1.0 式

計　

  P - 4  



摘　　　　要名　　　　　称 仕　　　　　様 数　  量 単位 単　　価 金　　　　額

A-1 直接仮設工事

やりかた 1.0 式

墨出し 躯体・仕上 1.0 式

現寸型板 1.0 式

養生 躯体・仕上 1.0 式

外部足場 手摺先行方式くさび緊結式足場　W=900 1.0 式

垂直養生 養生シート　防炎Ⅰ類 1.0 式

内部足場 脚立足場　並列 1.0 式

清掃・片付け 1.0 式

竣工時清掃 1.0 式

小　　　計　

改　め　計　
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摘　　　　要名　　　　　称 仕　　　　　様 数　  量 単位 単　　価 金　　　　額

A-2 土工事

根切り つぼ・布堀　機械 30.9 m3

床付け 23.4 m2

埋戻し 根切土（建物廻り仮置き土）　機械 21.1 m3

盛土 根切土（建物廻り仮置き土）　機械 3.2 m3

発生土処分 場外処分 9.7 m3

機械運搬費 1.0 式

小　　　計　

改　め　計　
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摘　　　　要名　　　　　称 仕　　　　　様 数　  量 単位 単　　価 金　　　　額

A-3 地業工事

砕石地業 再生砕石　基礎下 2.7 m3

砕石地業 再生砕石　土間下 6.9 m3

ポリエチレンフィルム ｔ＝0.15　土間下敷込 64.5 m2

ポリスチレンフォーム保温版 ｔ＝20　土間下敷込 64.5 m2

小　　　計　

改　め　計　
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摘　　　　要名　　　　　称 仕　　　　　様 数　  量 単位 単　　価 金　　　　額

A-4 鉄筋工事

異形鉄筋　Ｄ10 ＳＤ295Ａ 0.8 t

異形鉄筋　Ｄ13 ＳＤ295Ａ 0.3 t

鉄筋加工組立費 1.1 t

鉄筋運搬費 10ｔ車 1.1 t

スクラップ控除費 H2 31.0 kg

小　　　計　

改　め　計　
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摘　　　　要名　　　　　称 仕　　　　　様 数　  量 単位 単　　価 金　　　　額

A-5 コンクリート工事

普通コンクリート 捨てコンクリート　Ｆｃ18　ＳＬ15 1.4 m3

普通コンクリート 基礎・上部躯体　Ｆｃ21+6　ＳＬ18 7.9 m3

普通コンクリート 土間　Ｆｃ21+6　ＳＬ15 8.4 m3

コンクリート打設手間 ポンプ打ち 1.0 式

普通型枠 基礎・土間・上部躯体 58.2 m2

化粧打放し型枠 地上躯体　Ａ種 14.1 m2

打継・化粧目地 6.0 m

型枠運搬費 10ｔ車 72.3 m2

小　　　計　

改　め　計　
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摘　　　　要名　　　　　称 仕　　　　　様 数　  量 単位 単　　価 金　　　　額

A-6 鉄骨工事

鋼材 SS400  H-200×100×5.5×8 500.00 kg

鋼材 SS400  H-175×90×5×8 357.00 kg

鋼材 STKR400  □-100×100×3.2 271.00 kg

鋼材 SSC400  2C-100×50×20×3.2 218.00 lg

鋼材 SSC400  2C-75×45×15×3.2 168.00 kg

鋼材 SSC400  C-100×50×20×2.3 76.00 kg

鋼材 STKR400  □-75×75×3.2 147.00 kg

鋼材 SSC400  C-75×45×15×2.3 556.00 kg

鋼板 SS400  PL-16 75.00 kg

鋼板 SS400  PL-6 140.00 kg

鋼板 SS400  PL-4.5 102.00 lg

ブレース材 SS400  M16  PL-6 他 1.0 式

高力ボルト トルシア型　S10T　M16 126.0 組

高力ボルト トルシア型　S10T　M12 225.0 組

アンカーボルト SNR490B  M16  L=320　180°ﾌｯｸ付  WN締 36.0 本
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摘　　　　要名　　　　　称 仕　　　　　様 数　  量 単位 単　　価 金　　　　額

アンカーボルト SS400  M12  L=240　180°ﾌｯｸ付  WN締 33.0 本

工場製作費 溶接費共 2.7 t

工場塗装費 ショットブラスト+錆止ＪＩＳＫ5674 177.0 m2

鉄骨運搬費 2.7 t

現場工事費 ＨＴＢ締付・他 2.7 t

現場建方費 2.7 t

揚重機 1.0 式

災害防止 水平安全ネット張り 61.5 m2

アンカーセット M16  L=320 36.0 本

アンカーセット M12  L=240 33.0 本

無収縮モルタル 300×150程度 18.0 箇所

スクラップ控除費 H2 89.0 kg

小　　　計　

改　め　計　
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摘　　　　要名　　　　　称 仕　　　　　様 数　  量 単位 単　　価 金　　　　額

A-7 組積・外装パネル工事

窯業系サイディングボード張り t=16　鉄骨下地通気金具止め工法 74.0 m2

下張材 透湿防水シート 95.3 m2

出隅コーナー材取付 窯業系サイディングボード同材品 9.2 m

土台通気水切金物 メーカー標準品　防錆処理品 23.2 m

軒天通気見切 メーカー標準品　防錆処理品 23.2 m

小　　　計　

改　め　計　
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摘　　　　要名　　　　　称 仕　　　　　様 数　  量 単位 単　　価 金　　　　額

A-8 防水工事

１５×１０　外壁目地

シーリング 変性シリコン２成分形　ノンブリードタイプ 50.4 m

１５×１０　建具廻り

シーリング 変性シリコン２成分形　ノンブリードタイプ 33.0 m

１５×１０　外部その他

シーリング 変性シリコン２成分形　ノンブリードタイプ 46.2 m

１５×１０　内部雑

シーリング 変性シリコン２成分形　ノンブリードタイプ 59.8 m

20×20　内部床（エキスパンション）

シーリング 変性シリコン２成分形　ノンブリードタイプ 1.4 m

小　　　計　

改　め　計　
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摘　　　　要名　　　　　称 仕　　　　　様 数　  量 単位 単　　価 金　　　　額

A-9 屋根及びとい工事

着色ガルバニウム鋼板　t=0.6　折版葺

折版葺 山高85　働き巾 600程度 62.8 m2

裏面無機質系不燃断熱材t=4.0　張り

タイトフレーム メーカー標準品　防錆処理品 44.1 m

軒先化粧フレーム 屋根同材 7.4 m

軒先面戸 屋根同材　 7.4 m

水止面戸 屋根同材　シーリング共 7.4 m

水上水切 屋根同材　 下地・捨水切共 取合加工含 7.4 m

ケラバ水切 屋根同材　 下地・捨水切共 取合加工含 8.6 m

既存棟取り合い水切 屋根同材　 下地・捨水切共 取合加工含 8.6 m

軒樋 鉄芯入着色硬質塩化ビニル樹脂製角軒樋 7.4 m

前高165WIDE同等品  吊金物共　

たて樋 着色塩化ビニル管　φ100　掴み金物共 3.3 m

落し口 塩ビ製　自在ドレン　φ100 1.0 箇所
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摘　　　　要名　　　　　称 仕　　　　　様 数　  量 単位 単　　価 金　　　　額

小　　　計　

改　め　計　
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摘　　　　要名　　　　　称 仕　　　　　様 数　  量 単位 単　　価 金　　　　額

A-10 金属工事

外壁取合エキスパンションカバー ガルバニウム鋼板 ｔ=0.6加工　平部 3.6 m

外壁取合エキスパンションカバー ガルバニウム鋼板 ｔ=0.6加工　入隅 3.3 m

直線部

アルミ笠木 押出成形品　アルマイトシルバー　W=200程度 15.9 m

コーナー部

アルミ笠木 押出成形品　アルマイトシルバー　W=200程度 1.0 箇所

ステンレス床見切 ＳＵＳ３０４　ｔ＝2.0加工　ＨＬ　40×20 2.5 m

ステンレス巾木 ＳＵＳ３０４　ｔ＝1.0加工　ＨＬ　Ｈ＝100 45.7 m

軽量鉄骨壁下地 ＪＩＳ　１００型　＠３００ 31.0 m2

軽量鉄骨壁下地 ＪＩＳ　６５型　＠３００ 38.7 m2

軽量鉄骨壁下地　開口補強 1.0 式

軽量鉄骨天井下地 ＪＩＳ　１９型　＠３００ 55.9 m2

軽量鉄骨天井下地　開口補強 1.0 式

壁点検口 アルミ額縁枠　600×600　鍵付 1.0 箇所

天井点検口 アルミ額縁枠　450×450 3.0 箇所
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摘　　　　要名　　　　　称 仕　　　　　様 数　  量 単位 単　　価 金　　　　額

小　　　計　

改　め　計　
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摘　　　　要名　　　　　称 仕　　　　　様 数　  量 単位 単　　価 金　　　　額

A-11 左官工事

床　コンクリート金こて押さえ 内部　張りもの下 55.9 m2

床　コンクリート金こて押さえ 外部　犬走り仕上面 15.5 m2

壁　化粧打放し面補修 全面補修　塗装下地 9.3 m2

立上り壁天端金こて押さえ W=200程度 28.7 m

小　　　計　

改　め　計　
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摘　　　　要名　　　　　称 仕　　　　　様 数　  量 単位 単　　価 金　　　　額

A-12 建具工事

a アルミニウム製建具工事 1.0 式

b 軽量鋼製建具工事 1.0 式

c トイレブース工事 1.0 式

d ガラス工事 1.0 式

小　　　計　

改　め　計　
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摘　　　　要名　　　　　称 仕　　　　　様 数　  量 単位 単　　価 金　　　　額

a アルミニウム製建具工事

5,140×500

ＡＷ－１ アルミニウム製突出し６連窓 1.0 箇所

1,000×1,260

ＡＷ－２ アルミニウム製たてすべり出し窓 2.0 箇所

1,500×500

ＡＷ－３ アルミニウム製嵌め殺し窓 1.0 箇所

少　々　計　

改　め　計　
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摘　　　　要名　　　　　称 仕　　　　　様 数　  量 単位 単　　価 金　　　　額

b 軽量鋼製建具工事

有効幅　900    上吊ハンガー式軽量鋼製

ＨＬＤ—１ 額ガラリ付片引きフラッシュ扉 1.0 箇所

有効幅　750    上吊ハンガー式軽量鋼製

ＨＬＤ—２ ガラリ付片引きフラッシュ扉 1.0 箇所

有効幅　1250  上吊ハンガー式軽量鋼製

ＨＬＤ—３ 片引きフラッシュ扉 1.0 箇所

少　々　計　

改　め　計　
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摘　　　　要名　　　　　称 仕　　　　　様 数　  量 単位 単　　価 金　　　　額

c トイレブース工事

ＴＳ－１ 高圧メラミン化粧板トイレブース   H=2000 1.0 箇所

ＴＳ－２ 高圧メラミン化粧板トイレブース   H=2000 2.0 箇所

少　々　計　

改　め　計　

  P - 22  



摘　　　　要名　　　　　称 仕　　　　　様 数　  量 単位 単　　価 金　　　　額

d ガラス工事

網入り型板ガラス t=6.8　2.18㎡以下 5.7 m2

ガラスシーリング シリコーン系　5×5　　※ 片面数量両面単価 29.1 m

ガラスクリーニング 内外共 5.7 m2

少　々　計　

改　め　計　
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摘　　　　要名　　　　　称 仕　　　　　様 数　  量 単位 単　　価 金　　　　額

A-13 塗装工事

アクリルシリコンクリヤー塗装 外部　コンクリート化粧打放し面 9.3 m2

クリヤラッカー塗り 細巾　Ｂ種　素地ごしらえＢ種共 19.2 m

少　々　計　

改　め　計　
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摘　　　　要名　　　　　称 仕　　　　　様 数　  量 単位 単　　価 金　　　　額

A-14 内装工事

超防汚染･消臭性

ビニル床シート（Ａ） ノーワックスビニル床シート(FS) t=2.0 37.3 m2

ビニル床シート（Ｂ） ノーワックスビニル床シート(HS)　t=2.0 17.2 m2

ビニル巾木 Ｈ＝100 18.6 m

外壁面木製胴縁組 米栂　45×45　＠300　※FL+2000以下 42.5 m2

外壁面木製胴縁組 米栂　45×45　＠450　※FL+2000以上 7.7 m2

壁　石膏ボード ｔ＝１２．５　ジョイント処理共 44.6 m2

壁　石膏ボード ｔ＝９．５　突付 44.6 m2

壁　耐水石膏ボード ｔ＝１２．５　突付 86.3 m2

壁　耐水合板 完全耐水合板（Ⅰ類）t=12 5.0 m2

壁　メラミン不燃化粧板 ｔ＝３　パネル間シーリング目地共 91.3 m2

壁　ビニル壁クロス 無機質不燃ビニルクロス 44.6 m2

壁　出隅見切材 木製 19.2 m

天井　化粧石膏ボード ｔ＝９．５ 55.9 m2

天井廻り縁 塩ビ製　コ型 73.9 m
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摘　　　　要名　　　　　称 仕　　　　　様 数　  量 単位 単　　価 金　　　　額

内壁　既設取合ジョイント目地材 塩ビ目地材（既製品） 4.8 m

天井　既設取合ジョイント目地材 塩ビ目地材（既製品） 1.4 m

壁　断熱材充填 グラスウール保温材　ｔ＝100　24kg/m3 50.2 m2

天井　断熱材敷込み グラスウール保温材　ｔ＝100　24kg/m3 55.9 m2

小　　　計　

改　め　計　
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摘　　　　要名　　　　　称 仕　　　　　様 数　  量 単位 単　　価 金　　　　額

A-15 仕上ユニット工事

配管帯面台 ポストフォーム加工メラミン樹脂成型板　D=150 7.9 m

配管帯面台 ポストフォーム加工メラミン樹脂成型板　D=100 3.1 m

汚垂石 汚垂石：防汚・防臭薄型陶板　D=600 3.4 m

室名札 アクリル製　２００×２００程度 1.0 箇所

ピクトサイン アクリル製　２００×２００程度 3.0 箇所

消火器 ＡＢＣ１０型　スタンド共 1.0 箇所

L=2100  D300+200 2段　

掃除具棚 メラミン化粧板フラッシュ　t=25 1.0 箇所

L=500

掃除具掛 米栂30×20　SUSフック付 2.0 箇所

小　　　計　

改　め　計　
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摘　　　　要名　　　　　称 仕　　　　　様 数　  量 単位 単　　価 金　　　　額

A-16 外構工事

排水管 硬質塩化ビニル管　ＶＰφ100　屋外地中 5.0 m

塩ビ桝 塩ビ小口径桝　φ150 1.0 箇所

小　　　計　

改　め　計　
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摘　　　　要名　　　　　称 仕　　　　　様 数　  量 単位 単　　価 金　　　　額

A-17 既設改修工事

軽量鉄骨壁下地 ＪＩＳ　６５型　＠３００ 2.9 m2

軽量鉄骨天井下地 ＪＩＳ　１９型　＠３００ 1.9 m2

モルタル金こて 張りもの下 0.2 m2

ビニル床シート t=2.0　※既設同等品 0.2 m2

ビニル巾木 Ｈ＝100 1.2 m

壁　石膏ボード ｔ＝１２．５　ジョイント処理共 2.9 m2

壁　石膏ボード ｔ＝９．５　突付 2.9 m2

壁　ビニル壁クロス 無機質不燃ビニルクロス 2.9 m2

天井　化粧石膏ボード ｔ＝９．５ 1.9 m2

天井廻り縁 塩ビ製　コ型 3.4 m

下がり壁見切 塩ビ製 1.6 m

小　　　計　

改　め　計　
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摘　　　　要名　　　　　称 仕　　　　　様 数　  量 単位 単　　価 金　　　　額

A-18 撤去工事

外壁サイディングボード撤去 t=16程度　木胴縁共 1.6 m2

断熱材撤去 グラスウール保温材 t=100程度 1.6 m2

内装下地材撤去 石膏ボード t=12.5 程度 1.6 m2

内装仕上材撤去 ビニルクロス程度 1.6 m2

アルミニウム製建具撤去 1600×1500　引違い窓 1.0 箇所

ガラス撤去 透明強化ガラス　t=4 程度 2.4 m2

コンクリートカッター掛 壁　厚150程度　有筋 1.8 m

コンクリート壁撤去 有筋 1.0 式

砂場樹脂枠撤去 砂場：5,200×5,200　下部コンクリート共 1.0 式

発生材積込・運搬費 コンクリート・モルタル類 1.5 m3

発生材積込・運搬費 木材類 0.1 m3

発生材積込・運搬費 金属 34.0 kg

発生材積込・運搬費 ガラス・陶磁器 0.1 m3

発生材積込・運搬費 混合 0.1 m3

  P - 30  



摘　　　　要名　　　　　称 仕　　　　　様 数　  量 単位 単　　価 金　　　　額

小　　　計　

改　め　計　
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摘　　　　要名　　　　　称 仕　　　　　様 数　  量 単位 単　　価 金　　　　額

A-19 発生材処分費

発生材処分費 コンクリート・モルタル類 1.5 m3

発生材処分費 木材類 0.1 m3

発生材処分費 金属 34.0 kg

発生材処分費 ガラス・陶磁器 0.1 m3

発生材処分費 混合 0.1 m3

小　　　計　

改　め　計　

  P - 32  



A-Ⅱ 渡り廊下棟

A-1 直接仮設工事 1.0 式

A-2 土工事 1.0 式

A-3 地業工事 1.0 式

A-4 鉄筋工事 1.0 式

A-5 コンクリート工事 1.0 式

A-6 鉄骨工事 1.0 式

A-7 防水工事 1.0 式

A-8 屋根及びとい工事 1.0 式

A-9 左官工事 1.0 式

A-10 塗装工事 1.0 式

A-11 内外装工事 1.0 式

A-12 外構工事 1.0 式

A-13 既設改修工事 1.0 式

A-14 撤去工事 1.0 式

A-15 発生材処分費 1.0 式

摘　　　　要名　　　　　称 仕　　　　　様 数　  量 単位 単　　価 金　　　　額
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摘　　　　要名　　　　　称 仕　　　　　様 数　  量 単位 単　　価 金　　　　額

計　
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摘　　　　要名　　　　　称 仕　　　　　様 数　  量 単位 単　　価 金　　　　額

A-1 直接仮設工事

やりかた 1.0 式

墨出し 躯体・仕上 1.0 式

現寸型板 1.0 式

養生 躯体・仕上 1.0 式

外部足場 手摺先行方式くさび緊結式足場　W=900 1.0 式

垂直養生 養生シート　防炎Ⅰ類 1.0 式

内部足場 枠組棚足場 1.0 式

内部足場 脚立足場　並列 1.0 式

清掃・片付け 1.0 式

竣工時清掃 1.0 式

小　　　計　

改　め　計　

  P - 35  



摘　　　　要名　　　　　称 仕　　　　　様 数　  量 単位 単　　価 金　　　　額

A-2 土工事

根切り つぼ・布堀　機械 11.7 m3

床付け 5.2 m2

埋戻し 根切土（建物廻り仮置き土）　機械 4.9 m3

盛土 根切土（建物廻り仮置き土）　機械 1.1 m3

発生土処分 場外処分 6.8 m3

機械運搬費 1.0 式

小　　　計　

改　め　計　
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摘　　　　要名　　　　　称 仕　　　　　様 数　  量 単位 単　　価 金　　　　額

A-3 地業工事

砕石地業 再生砕石　基礎下 0.8 m3

砕石地業 再生砕石　土間下 2.5 m3

小　　　計　

改　め　計　
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摘　　　　要名　　　　　称 仕　　　　　様 数　  量 単位 単　　価 金　　　　額

A-4 鉄筋工事

異形鉄筋　Ｄ10 ＳＤ295Ａ 0.3 t

異形鉄筋　Ｄ13 ＳＤ295Ａ 0.5 t

鉄筋加工組立費 0.8 t

鉄筋運搬費 10ｔ車 0.8 t

スクラップ控除費 H2 21.0 kg

小　　　計　

改　め　計　
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摘　　　　要名　　　　　称 仕　　　　　様 数　  量 単位 単　　価 金　　　　額

A-5 コンクリート工事

普通コンクリート 捨てコンクリート　Ｆｃ18　ＳＬ15 0.4 m3

普通コンクリート 基礎・上部躯体　Ｆｃ21+6　ＳＬ18 4.1 m3

普通コンクリート 土間　Ｆｃ21+6　ＳＬ15 7.5 m3

コンクリート打設手間 ポンプ打ち 1.0 式

普通型枠 基礎・土間・上部躯体 17.0 m2

化粧打放し型枠 地上躯体　Ａ種 26.1 m2

打継・化粧目地 10.3 m

型枠運搬費 10ｔ車 43.0 m2

小　　　計　

改　め　計　
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摘　　　　要名　　　　　称 仕　　　　　様 数　  量 単位 単　　価 金　　　　額

A-6 鉄骨工事

鋼材 SS400  H-200×100×5.5×8 418.00 kg

鋼材 SS400  H-175×90×5×8 245.00 kg

鋼材 STK400  □-100×100×3.2 287.00 kg

鋼材 SSC400  2C-100×50×20×3.2 49.00 kg

鋼材 SSC400  C-100×50×20×2.3 61.00 kg

鋼材 SSC400  C-75×45×15×2.3 70.00 kg

鋼材 STKR400  □-75×45×2.3　（手摺笠木・受材） 138.00 kg

鋼板 SS400  PL-12 30.00 kg

鋼板 SS400  PL-6 70.00 kg

鋼板 SS400  PL-4.5 10.00 kg

ブレース材 SS400  M16･M12  PL-6 4.5 他 1.0 式

高力ボルト トルシア型　S10T　M16 79.0 組

高力ボルト トルシア型　S10T　M12 48.0 組

アンカーボルト SNR490B  M16  L=320　180°ﾌｯｸ付  WN締 20.0 本
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摘　　　　要名　　　　　称 仕　　　　　様 数　  量 単位 単　　価 金　　　　額

工場製作費 溶接費共 1.4 t

工場塗装費 ショットブラスト+錆止ＪＩＳＫ5674 55.9 m2

鉄骨運搬費 1.4 t

現場工事費 ＨＴＢ締付・他 1.4 t

現場建方費 1.4 t

揚重機 1.0 式

災害防止 水平安全ネット張り 25.8 m2

アンカーセット  M16  L=320 20.0 本

スクラップ控除費 H2 49.0 kg

小　　　計　

改　め　計　
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摘　　　　要名　　　　　称 仕　　　　　様 数　  量 単位 単　　価 金　　　　額

A-7 防水工事

１５×１０　外壁目地・その他

シーリング 変性シリコン２成分形　ノンブリードタイプ 140.0 m

20×20　既設床取合

シーリング 変性シリコン２成分形　ノンブリードタイプ 4.6 m

小　　　計　

改　め　計　
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摘　　　　要名　　　　　称 仕　　　　　様 数　  量 単位 単　　価 金　　　　額

A-8 屋根及びとい工事

着色ガルバニウム鋼板　t=0.6　折版葺

折版葺 山高85　働き巾 600程度 35.3 m2

タイトフレーム メーカー標準品　防錆処理品 24.0 m

軒先化粧フレーム 屋根同材 24.0 m

ケラバ包み 屋根同材　 11.8 m

軒樋 鉄芯入着色硬質塩化ビニル樹脂製角軒樋 12.0 m

前高165WIDE同等品  吊金物共　

たて樋 着色塩化ビニル管　φ75　掴み金物共 10.3 m

落し口 塩ビ製　自在ドレン　φ75 3.0 箇所

小　　　計　

改　め　計　
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摘　　　　要名　　　　　称 仕　　　　　様 数　  量 単位 単　　価 金　　　　額

A-9 左官工事

床　コンクリート金こて押さえ 仕上面 11.5 m2

床　コンクリート刷毛引き 仕上面 41.4 m2

壁　化粧打放し面補修 全面補修　塗装下地 9.5 m2

立上り壁天端金こて押さえ W=200程度 15.9 m

小　　　計　

改　め　計　
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摘　　　　要名　　　　　称 仕　　　　　様 数　  量 単位 単　　価 金　　　　額

A-10 塗装工事

外部　鉄鋼面　１級

ＤＰ 素地ごしらえＢ種共 61.9 m2

アクリルシリコンクリヤー塗装 外部　コンクリート化粧打放し面 9.5 m2

小　　　計　

改　め　計　
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摘　　　　要名　　　　　称 仕　　　　　様 数　  量 単位 単　　価 金　　　　額

A-11 内外装工事

角波サイディング張り 着色ガルバニウム鋼板　t=0.8　折版葺 4.5 m2

同上端部見切 壁同材板金加工　コ型 8.5 m

同上下部水切板 屋根同材加工 4.5 m

腰壁鋼製下地 □-45×45×1.6　＠300程度 29.1 m2

腰壁下張り材 珪酸カルシウム板 t=6 突付 29.1 m2

腰壁鋼板張り 着色ガルバニウム鋼板　t=0.4  働き巾600程度 29.1 m2

水切板 着色ガルバニウム鋼板　t=0.6加工 16.2 m

小　　　計　

改　め　計　
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摘　　　　要名　　　　　称 仕　　　　　様 数　  量 単位 単　　価 金　　　　額

A-12 外構工事

排水管 硬質塩化ビニル管　ＶＰφ100　屋外地中 9.0 m

塩ビ桝 塩ビ小口径桝　φ150 3.0 箇所

小　　　計　

改　め　計　
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摘　　　　要名　　　　　称 仕　　　　　様 数　  量 単位 単　　価 金　　　　額

A-13 既設改修工事

既設渡り廊下鉄骨改修工事 1.0 式

小　　　計　

改　め　計　
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摘　　　　要名　　　　　称 仕　　　　　様 数　  量 単位 単　　価 金　　　　額

A-14 撤去工事

コンクリートカッター掛 床　厚150程度　有筋 5.7 m

コンクリートカッター掛 壁　厚150程度　有筋 2.2 m

コンクリート床撤去 有筋 1.0 式

コンクリート壁撤去 有筋 1.0 式

発生材積込・運搬費 コンクリート・モルタル類 0.7 m3

発生材積込・運搬費 金属 41.0 kg

発生材積込・運搬費 混合 0.1 m3

小　　　計　

改　め　計　
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摘　　　　要名　　　　　称 仕　　　　　様 数　  量 単位 単　　価 金　　　　額

A-15 発生材処分費

発生材処分費 コンクリート・モルタル類 0.7 m3

発生材処分費 金属 41.0 kg

発生材処分費 混合 0.1 m3

小　　　計　

改　め　計　
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Ｅ 電気設備工事

E-Ⅰ トイレ棟 1.0 式

E-Ⅱ 渡り廊下棟 1.0 式

計　

摘　　　　要名　　　　　称 仕　　　　　様 数　  量 単位 単　　価 金　　　　額
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E-Ⅰ トイレ棟

E-1 幹線設備 1.0 式

E-2 電灯・換気設備 1.0 式

E-3 コンセント設備 1.0 式

計　

摘　　　　要名　　　　　称 仕　　　　　様 数　  量 単位 単　　価 金　　　　額

  P - 52  



摘　　　　要名　　　　　称 仕　　　　　様 数　  量 単位 単　　価 金　　　　額

E-1 幹線設備

合成樹脂可とう電線管 PFS 36　隠蔽部 38.0 m

電線ケーブル EM-CE5.5-4C　管内 38.0 m

電灯分電盤 Ｌ－０２　新設　壁掛 1.0 箇所

既設分電盤改修 Ｌ－１ 1.0 箇所

屋外既設配管配線盛替え 土工事共 1.0 式

小　　　計　

改　め　計　
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摘　　　　要名　　　　　称 仕　　　　　様 数　  量 単位 単　　価 金　　　　額

E-2 電灯・換気設備

合成樹脂可とう電線管 PFS 22　隠蔽部 6.0 m

電線ケーブル EM-EEF1.6-3C　管内 2.0 m

電線ケーブル EM-EEF1.6-3C　コロガシ 32.0 m

電線ケーブル EM-EEF1.6-2C+2C　コロガシ 6.0 m

電線ケーブル EM-EEF1.6-3C+3C　管内 4.0 m

電線ケーブル EM-EEF1.6-3C+3C　コロガシ 23.0 m

ＬＥＤ照明器具 （Ａ） ベースライト　露出 1.0 個

ＬＥＤ照明器具 （Ｂ） ダウンライト　埋込 15.0 個

ＬＥＤ照明器具 （Ｃ） ダウンライト　埋込 5.0 個

埋込人感センサー 親機 広角 2.0 個

埋込人感センサー 親機 広角　換気扇連動 1.0 個

埋込人感センサー 子機 広角 2.0 個

埋込人感センサー 子機 広角　換気扇連動 3.0 個

人感センサースイッチ 切替スイッチ（金属ﾌﾟﾚｰﾄ付） 　2個用 3.0 個

人感センサースイッチ 切替スイッチ（金属ﾌﾟﾚｰﾄ付）　 1個用 1.0 個
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摘　　　　要名　　　　　称 仕　　　　　様 数　  量 単位 単　　価 金　　　　額

天井換気扇 FV-1  埋込型 2.0 箇所

天井換気扇 FV-2  埋込型 1.0 箇所

ベンドキャップ アルミ製　φ100 3.0 箇所

スパイラルダクト φ100 7.0 m

保温工事 1.0 式

小　　　計　

改　め　計　
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摘　　　　要名　　　　　称 仕　　　　　様 数　  量 単位 単　　価 金　　　　額

E-3 コンセント設備

合成樹脂可とう電線管 PFS 22　隠蔽部 36.0 m

電線 EM-IE2.0-2C + 1.6-1C　管内 36.0 m

アウトレットボックス 樹脂製　カバー付 17.0 箇所

埋込コンセント（金属ﾌﾟﾚｰﾄ付） 2P15A×1　接地極･接地端子付 一体型 7.0 箇所

小　　　計　

改　め　計　
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E-Ⅱ 渡り廊下棟

E-1 電灯設備 1.0 式

計　

摘　　　　要名　　　　　称 仕　　　　　様 数　  量 単位 単　　価 金　　　　額
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摘　　　　要名　　　　　称 仕　　　　　様 数　  量 単位 単　　価 金　　　　額

E-1 電灯設備

電線管 GP-28  露出部　塗装共 14.0 m

電線ケーブル EM-EEF1.6-3C　管内 14.0 m

ＬＥＤ照明器具 （Ｄ） 直付ＬＥＤタイト 3.0 個

露出ボックス GP用　丸型　G22 8.0 個

小　　　計　

改　め　計　
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数　  量 単位 単　　価 金　　　　額

Ｍ 機械設備工事

1 　衛生器具設備 1 式

2 　給水設備 1 式

3 　排水設備 1 式

計

 
P. 59

名　　　　称 摘　　　　要 備　　　　考



数　  量 単位 単　　価 金　　　　額

1 　衛生器具設備

洋風便器　CFS498BYC/BC-P110PMA ﾌﾗｯｼｭﾀﾝｸ式 掃除口付 暖房便座 7 組

小便器 UFS900JS/U-51MP 低ﾘｯﾌﾟﾀｲﾌﾟ 自動洗浄機能付 AC100V 4 〃

洗面器 L270C/L-275FCR ｶｳﾝﾀｰ一体形 自動単水栓 AC100V 1 〃

洗面器 350CM/L-2150FC ｶｳﾝﾀｰ式 自動単水栓 AC100V 5 〃

ｶｳﾝﾀｰ ML45/MB-450M 奥行き450 1方ｴﾌﾟﾛﾝ L=2700 洗面器3 1 〃

ｶｳﾝﾀｰ ML45/MB-450M 奥行き450 1方ｴﾌﾟﾛﾝ L=1800 洗面器2 1 〃

掃除用流し SK22A/S-202A ﾚﾊﾞｰﾊﾝﾄﾞﾙ横水栓 ｱﾝｸﾞﾙ止水栓 1 〃

手すり T112CL10/KF-920AE70D12J L型固定式 700W 120D 樹脂被覆式 2 〃

　〃　 T112CL11/KF-926AE80D25J  　 〃　  800W 230D 　　〃 1 〃

　〃　 T112CU22/KF-H701AEJ 小便器用 600W 樹脂被覆式 1 〃

　〃　 T112HK6R/KF-471EH60J 跳ね上げ式 ﾛｯｸ付 600L 樹脂被覆式 1 〃

鏡　　YMK52K/KF-5010AG 480×1100H 5 枚

〃　　YMK51K/KF-3610AS 360×1100H 1 〃

小    計

改 め 計
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名　　　　称 摘　　　　要 備　　　　考



数　  量 単位 単　　価 金　　　　額

2 　給水設備

給水管 耐衝撃性硬質塩化ﾋﾞﾆﾙ管 HIVP 屋外地中          25 16 ｍ

  〃　　　　　〃  〃 便所          20 20 〃

  〃　　　　　〃  〃 〃          25 21 〃

給水管 ｽﾃﾝﾚｽ鋼管 SUS 便所          20 8 ｍ

  〃　　　〃  〃 〃          25 3 〃

仕切弁 GV JIS10K 25 2 個

弁ﾎﾞｯｸｽ VC-P 2 カ所

地中埋設標 鋲、埋設ﾃｰﾌﾟ 1 式

既設給水管分岐 1 〃

保温 ｸﾞﾗｽｳｰﾙ 天井PS 1 〃

土工事 山砂含む 1 〃

小    計

改 め 計
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名　　　　称 摘　　　　要 備　　　　考



数　  量 単位 単　　価 金　　　　額

3 　排水設備

排水管 硬質塩化ﾋﾞﾆﾙ管 VP 屋外地中 50 1 ｍ

  〃　　　　〃 〃 〃 65 1 〃

  〃　　　　〃 〃 〃 100 3 〃

  〃　　　　〃 〃 〃 150 44 ｍ

排水管 硬質塩化ﾋﾞﾆﾙ管 VP 便所 40 10 〃

  〃　　　　〃 〃 〃 50 20 〃

  〃　　　　〃 〃 〃 65 12 〃

  〃　　　　〃 〃 〃 75 13 〃

  〃　　　　〃 〃 〃 100 16 〃

通気管 硬質塩化ﾋﾞﾆﾙ管 VP 便所 40 6 ｍ

  〃　　　　〃 〃 〃 50 5 〃

  〃　　　　〃 〃 〃 65 12 〃

通気口 深型ﾌｰﾄﾞ SUS製75φ 1 個

塩ビ小口径桝  90L 150-200 塩ビ蓋 ～700H 1 カ所

　　〃　　　　　　〃 　〃 ～800H 1 〃

    〃　　　  45L 150-200 　〃 ～900H 1 〃

    〃　　　  ST  150-200 　〃 ～600H 1 〃

    〃　　　  90Y 150-200 　〃 ～400H 1 〃

　　〃　　　　　　〃 　〃 ～500H 1 〃
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摘　　　　要 備　　　　考名　　　　称



数　  量 単位 単　　価 金　　　　額

塩ビ小口径桝  45Y 150-200 塩ビ蓋 ～500H 2 カ所

　　〃　　　　　　〃 　〃 ～900H 1 〃

既設管接続 ｺﾝｸﾘｰﾄ管 150 1 式

床上掃除口 CIR 50 長尺ｼｰﾄ用 3 個

　　〃 CIR 65 長尺ｼｰﾄ用 2 〃

塗装 通気管 1 〃

土工事 山砂含む 1 〃

小    計

 改 め 計
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名　　　　称 摘　　　　要 備　　　　考



共通仮設（積上分）

仮囲い 波形亜鉛鉄板 H=1800 64.6 m

工事用出入口 キャスターゲート　W6000×H1800 程度 1.0 箇所

ガードフェンス柵 ガードフェンス H=1800 27.1 m

仮設間仕切り壁 4.0 m

交通整理員 1.0 式

小　　　計　

改　め　計　

摘　　　　要名　　　　　称 仕　　　　　様 数　  量 単位 単　　価 金　　　　額
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株式会社 三宅設計

令和４年３月

可児市立今渡北小学校

賃貸借校舎トイレ・渡り廊下増築工事

縮尺 番号 図 面 名 称

図 面 目 録

－

－

－

番号 図 面 名 称

A-01

A-02

A-03

A-04

A-05

A-06

A-07

A-08

A-09

A-10

A-11

A-12

A-13

縮尺

1 /70 0

1 /10 0

1 /10 0

校舎トイレ平面詳細図・展開図・天井伏図

校舎トイレ平面図・屋根伏図

仮設計画図

配置図・付近見取図

仕上表・面積表 1/40 0

建具表・既設改修詳細図

渡り廊下詳細図

校舎トイレ立面図・断面図

校舎トイレ断面詳細図・部分詳細図

－

特記仕様書－１

特記仕様書－２

特記仕様書－３

特記仕様書－４

E-01

E-02

E-03

－

－

電気設備　特記仕様書－１

電気設備　特記仕様書－２

1/50 0

S-01

S-02 1 /10 0

基礎伏図・基礎詳細図・鉄骨部材リスト表

梁伏図・軸組図

鉄骨詳細図S-03 1/1 5･3 0

－M-02

M-01

M-03

M-04

－

1 /10 0

1/5 0

機械設備　特記仕様書・概要

機械設備　１階平面図・桝リスト

機械設備　凡例 器具表

機械設備　便所平面詳細図

E-04

1/5 0電気設備　便所平面図

トイレコンセント・渡り廊下照明平面図 1/5 0

1 /10～30

1 /30 ･10 0

1/ 20～10 0

1 /50 ･10 0

1/ 50･ 100



・ ｶｰﾍﾟｯﾄ系床仕上工事作業
・現場事務所　　　　　（・指定なし　・図示　・敷地内　　　　　　）
・建設発生土仮置場　　（・指定なし　・図示　・敷地内　　　　　　）

・資機材置場　　　　　（・指定なし　・図示　・敷地内　　　　　　）

・タイル工事

[1.5.2]

承　認 設　計 設計年月日 NO .
工事名

図面名

工事設計図

T E L  0 5 7 4  ( 6 2 )  1 8 8 1

F A X  0 5 7 4  ( 6 2 )  5 4 3 2 １級建築士　 三  宅  晶  信 　第 6 8 2 7 8 号

備  考

scale　　　　　　　　2022-03

可児市立今渡北小学校賃貸借校舎トイレ・渡り廊下増築工事

A2 : ――
A3 : ――

地名地番

・建築主体工事　　一式

・なし

工事請負金額が５００万円以上（消費税込み）の工事について、

また、変更契約日と工事完了日の間が、１０日に満たない場合は、変更契約時

なお、登録内容を訂正する必要が生じた場合は、標準仕様書に記載された登録
の手順に準じて訂正するものとする。

3 工事実績情報

国土交通省大臣官房官庁営繕部監修

各図面において、（○－○○－○）内の数字は適用する上記詳細番号を示す。
工事写真撮影ガイドブック（平成30年度版）建築工事編及び解体工事編

2　適用区分

・建設省告示第1455号における区域　別表（　　）

1 適用基準

・建築物解体工事共通仕様書
国土交通省大臣官房官庁営繕部監修（平成31年版）

工事実績情報サービス（CORINS)を登録するものとする。

（CORINS）の登録

サ ー ビ ス

の登録されたことを証明する資料の提出を省略できる。

建築基準法に基づき定まる風圧及び積雪荷重の算定には次の条件を用いる。
・風圧力

建築工事標準詳細図　国土交通省大臣官房官庁営繕部整備課監修（平成28年版）

（登録先：（一財）日本建設情報総合センター）

[1.2.2]

・仮設工事

・鉄筋工事

・防水工事

・木工事
・左官工事

・土工事

・コンクリート工事

・石工事

・屋根及びとい工事
・建具工事

・金属工事

・鉄骨工事

・地業工事
作成し、監督員に提出する。
次の工種に該当する工事の施工計画書を当該工事の施工に先立ち

・塗装工事

工事の着手に先立ち、工事の総合的な計画をまとめた施工計画書
（総合施工計画書）を作成し、監督員に提出する。

・カーテンウォール工事

　技術者
[1.3.3]

・適用する

・工事用車両の駐車場　（・指定なし　・図示　・敷地内　　　　　　）

・施工順序　　　　　　（・指定なし　・図示　・　　　　　　　　　）
・施工時間　　　　　　（※追加特記仕様書による　・　　　　　　　）
・適用する [1.3.5]

　処理等
※引渡しを要するもの（・金属類　※ＰＣＢ含有物　・　　　　　　　）
・特別管理産業廃棄物（※廃石綿　・　　　　　　　　　　　　　　　）
・現場において再利用を図るもの（　　　　　　　　　　　　　　　　）

　建設リサイクル法の実施に係る岐阜県指針に基づき、工事着手時に再資
※再生資源利用計画書及び再生資源利用促進計画書の提出

[1.3.11]

源利用計画書及び再資源利用促進計画書を監督員に提出するものとする。

なお、計画書は、「建設副産物情報交換システム」（COBRIS）により作成
したものとする。

Ｇ 印は「国等による環境物品等の調達の推進等に関する法律」（以下「グリ－
ン購入法」という。）の特定調達品目を示す。
原則としてグリーン購入法における特定調達品目の使用に努めること。

１）建築物内部に使用する材料等は、設計図書に規定する所要の品質及び性能を
　有すると共に、次のⅰ）からⅳ）を満たすものとする。

　　ⅰ）合板、木質系フローリング、構造用パネル、集成材、単板積層材、ＭＤ

　　　Ｆ、パーティクルボード、その他の木質建材、ユリア樹脂板、壁紙、接着
　　　剤、保温材、緩衝材、断熱材、塗料、仕上塗材は、アセトアルデヒド及び
　　　スチレンを発散しない又は発散が極めて少ない材料で、設計図書に規定す
　　　る「ホルムアルデヒドの放散量」の区分に応じた材料を使用する。

  　ⅱ）接着剤及び塗料は、トルエン、キシレン及びエチルベンゼンの含有量が
　　　少ない材料を使用する。
  　ⅲ）接着剤は、可塑性（フタル酸ジ－ｎ－ブチル及びフタル酸ジ－２－エチ

　　　ルヘキシル等を含有しない難揮発性の可塑剤を除く）が添加されていない
　　　材料を使用する。
  　ⅳ）ⅰ）の材料を使用して作られた家具、書架、実験台、その他の什器類は、

　　　ホルムアルデヒド、アセトアルデヒド及びスチレンを発散しないか、発散
　　　が極めて少ない材料を使用したものとする。

判断の基準は「環境物品等の調達の推進に関する基本方針の変更（平成３１年
２月８日閣議決定）」による。

  対象外」とは次のⅰ）又はⅱ）に該当する材料を指し、同区分「第三種」とは
　次のⅲ）又はⅳ）に該当する材料を指す。

  　ⅰ）建築基準法施行令第20 条の７第１項に定める第一種、第二種及び第三種
　　　ホルムアルデヒド発散建築材料以外の材料
  　ⅱ）建築基準法施行令第20 条の７第４項の規定により国土交通大臣の認定を

  　　受けた材料
  　ⅲ）建築基準法施行令第20 条の７第１項に定める第三種ホルムアルデヒド
  　　発散建築材料
  　ⅳ）建築基準法施行令第20 条の７第３項の規定により国土交通大臣の認定を

  　　受けた材料

２）設計図書に規定する「ホルムアルデヒドの放散量」の区分において、「規制

本工事に使用する材料等は、設計図書に定める品質及び性能を有するものとし、
ＪＩＳ又はＪＡＳマーク表示のない材料等は、次の１）から６）の事項を満たす
ものとする。

１）品質及び性能に関する試験データが整備されていること。

２）生産施設及び品質の管理が適切に行われていること。
３）安定的な供給が可能であること。

４）法令等で定める許可、認可、認定又は免許を取得していること。
５）製造又は施工の実績があり、その信頼性があること。
６）販売、保守等の営業体制が整えられていること。

なお、これらの材料等を使用する場合は、設計図書に定める品質及び性能を有

　製材等、フローリング又は再生木質ボードを使用する場合は、グリーン購入法
の基本方針の判断に基準に従い、あらかじめ、「木材・木材製品の合法性、持続

可能性の証明のためのガイドライン」（林野庁　平成１８年２月１５日）に準拠

品の指定工法による。

改修標準仕様書、標準仕様書に記載されていない特別な材料の工法は、当該製

　 の工法

することの証明となる資料、又は外部機関が発行する資料等の写しを監督員に提

はこの限りでない。

した証明書を監督員へ提出する。

[1.4.2]

[1.4.1]

出して承諾を受けるものとする。ただし、あらかじめ監督員の承諾を受けた場合

[1.5.2]※適用する

仮設工事
鉄筋工事

コンクリート工事

とび
鉄筋施工

型枠施工
ｺﾝｸﾘｰﾄ圧送施工

・ とび作業
・ 鉄筋組立作業

・ 型枠工事作業
・ ｺﾝｸﾘｰﾄ圧送工事作業

工事種目 技能士検定職種 技能検定作業
適用する技能士

ｶｰﾃﾝｳｵｰﾙ施工
サッシ施工
ガラス施工

・ 金属製ｶｰﾃﾝｳｫｰﾙ工事作業
・ ビル用サッシ施工作業
・ ガラス工事作業

鉄骨工事 とび ・ とび作業
ｺﾝｸﾘｰﾄﾌﾞﾛｯｸ、ALCﾊﾟﾈﾙ
押出成形ｾﾒﾝﾄ板工事
防水工事

石工事
タイル工事

木工事
屋根及びとい工事

金属工事

左官工事

建具工事

ｶｰﾃﾝｳｫｰﾙ工事

ﾌﾞﾛｯｸ建築
ｴｰｴﾙｼｰﾊﾟﾈﾙ施工
防水施工

タイル張り
石材施工

建築大工
建築板金
スレート施工

内装仕上施工
建築板金
左官

サッシ施工
ガラス施工
自動ドア施工

・ ｺﾝｸﾘｰﾄﾌﾞﾛｯｸ工事作業
・ ｴｰｴﾙｼｰﾊﾟﾈﾙ工事作業
・ ｱｽﾌｧﾙﾄ防水工事作業

・ ｳﾚﾀﾝｺﾞﾑ系塗膜防水工事作業
・ ｱｸﾘﾙｺﾞﾑ系塗膜防水工事作業
・ 合成ｺﾞﾑ系ｼｰﾄ防水工事作業

・ 塩化ﾋﾞﾆﾙ系ｼｰﾄ防水工事作業
・ ｾﾒﾝﾄ系防水工事作業
・ 改質ｱｽﾌｧﾙﾄｼｰﾄﾄｰﾁ工法防水
・ ＦＲＰ防水工事作業

・ ｼｰﾘﾝｸﾞ防水工事作業
・ 石張り作業
・ タイル張り作業

・ 大工工事作業
・ 内外装板金作業
・ スレート工事作業

・ 鋼製下地工事作業
・ 内外装板金作業
・ 左官作業

・ ビル用サッシ施工作業
・ ガラス工事作業
・ 自動ドア施工作業

・ 壁装作業
・ 建築配管作業

・ 溶融ﾍﾟｲﾝﾄﾊﾝﾄﾞﾏｰｶｰ工事作業
・ 加熱ﾍﾟｲﾝﾄﾏｼﾝﾏｰｶｰ工事作業
・ 造園工事作業造園

路面表示施工

配管
表装

排水工事

舗装工事

植栽工事

内装工事

・ ボード仕上工事作業

・ ﾌﾟﾗｽﾁｯｸ系床仕上工事作業
・ 建築塗装作業

内装仕上施工
塗装塗装工事

内装工事

・溶接技能者（（一社）日本溶接協会が検定した技能資格を有する者）

定基準）による技量を有する者）
・圧接技量資格者（JIS Z 3881（ガス圧接技術検定における試験方法及び判
　　　　　　　　　　　　 　　　　　　　     　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　 　　　　　　　     　　　　　　　　　[1.5.3]

測定位置は、室中央付近の床から１.２ｍ～１.５ｍの高さとする。
合は、８時間測定（１０時３０分～１８時３０分）とする。
測定時間は、原則として２４時間とする。但し２４時間測定が行えない場

測定　測定は、「閉鎖」の状態のまま行う。
押入れ等の扉は、開放したままとする。

閉鎖　測定対象室のすべての窓及び扉を５時間閉鎖する。ただし、造り付け家具、

放し３０分換気する。
換気　測定対象室のすべての窓及び扉（造り付け家具、押入れ等を含む。）を開

１）施工完了後、引渡前に室内空気中のホルムアルデヒド、トルエン、キシレン、
[1.5.9]

　エチルベンゼン、スチレンの濃度を測定し、測定結果を監督職員に報告する。

２）測定対象室及び測定箇所数は次による。
　　　測定対象室（　　　　　　）　　測定箇所数（　　）

　　　測定対象室（　　　　　　）　　測定箇所数（　　）

　　　測定対象室（　　　　　　）　　測定箇所数（　　）

　　　測定対象室（　　　　　　）　　測定箇所数（　　）

　　　測定対象室（　　　　　　）　　測定箇所数（　　）
測定方法　※パッシブ採取による蒸気拡散式分析法　・厚生労働省の標準法
測定物質　ホルムアルデヒド、トルエン、キシレン、スチレン、エチルベンゼン
　　　　　学校のみパラジクロロベンゼンを追加

　 濃度測定

[1.7.1～3][表1.7.1]   書類

※新規に作成　・既存完成図を修正

・完成図（施工図、施工計画書を除く）

・四つ切　　（　　）枚　　※アルミ額縁
・半切　　　（　　）枚　　※アルミ額縁
・全紙　　　（　　）枚　　※アルミ額縁

アルバム（黒表紙金文字300mm×300mm程度）　・無し　※有りフォトブック

本工事において、下請契約を締結する場合には、当該契約の相手方を岐阜

県内に本店（建設業法（昭和２４年法律第１００号）に規定する主たる営業
所含む。）を有する者の中から選定するよう努めること。

いることを確認すること。

処理状況の管理を行い、産業廃棄物の最終処分に至るまで適正に処理されて
棄物の関連書類の提出及び確認並びに処理施設の現地確認並びに建設廃棄物

産業廃棄物が搬出される工事にあたっては、監督員の指示に従い、産業廃

下請け業者の選定に当たっては可児市入札参加資格停止の処置がなされて

することができる。

務を完了することができないときは、発注者に履行期間の延長変更を請求
２）受注者は、暴力団等による不当介入を受けたことにより、履行期間内に業

契約の適正な履行を妨げる妨害を受けたときは、警察へ通報をしなければ
念等に照らして合理的な理由が認められない不当若しくは違法な要求又は

１）受注者は、契約の履行に当たって暴力団関係者等から事実関係及び社会通
妨害又は不当要求に対する通報義務

いないこと。

ならない。なお、通報がない場合は入札参加資格を停止をすることがある。

更は、監督員の指示による。なお、この場合請負金額の変更は行わない。
　現場の納まり、取り合い等の関係による協議の中で、形状寸法の軽微な変

１　安全施設の使用・設置は関係法令等を順守するほか次のとおり講じなけれ
ばならない。ばならない。ばならない。

　（1）原則、昇降用梯子で作業しないこと。ただし、やむを得ず作業する場合

（2）安全帯は一連の作業において親綱の架け替え等が生じる場合は、本作業
　　　は、本作業用、補助用の2丁掛としなければならない。

　　　用、補助用の2丁掛としなければならない。

間を割当て、次の各号から実施する内容を選択し、定期的に安全に関する
研修・訓練等を実施しなければならない。

の活用により、工事現場で予想される事故防止対策を必ず実施すること。

２　受注者は、工事着手後、作業員全員の参加により月当たり、半日以上の時

（１）安全活動のビデオ等視覚資料による安全教育

（２）当該工事内容等の周知徹底
（３）工事安全に関する法令、通達、指針等の周知徹底
（４）当該工事における災害対策訓練

（５）その他、安全・訓練等として必要な事項

さらに、工事内容や現場状況に応じて、過去の事故事例集（下記URL参照）

　安全施設の使用・設置

　定期安全訓練・研修等

　https://www.pref.gifu.lg.jp/shakai-kiban/kendo/gijutsu-kanri/11656/
　jikojireishuu.html

こと。

（１）ディーゼルエンジンを動力とする車両には、JIS規格の軽油を使用する

（２）ディーゼルエンジンを動力とする車両の燃料検査があった場合には協力

      すること。

ディーゼルエンジン車両の適正燃料の使用について

工事施工に際し、在来部分を汚損又は損傷した場合は、構造・仕上げ共、在来

にならい補修する。

「公共施設県産材利用推進方針」(岐阜県)に基づいて県産材利用促進に取り組む。

受注者は工事請負契約後直ちに設計図書を照査し、受注者及び発注者側が現場

状況を確認の上、設計と現地との整合性及び問題点を整理した後に、工事着手
前協議を発注者側の発議により開催するものとする。なお、立会者は発注者側
が指定する。

「改正工業標準化法（平成16年6月9日公布　法律第95号）」、「工業標準化法の
　一部を改正する法律（平成16年6月9日公布　法律95号）」、「改正工業標準化法

「日本工業規格」を「日本産業規格」に読み替える。

（平成16年6月）をそれぞれ「産業標準化法」に読み替える。
適用日を令和元年7月1日とする。

Ⅰ　建築工事仕様 章 章 章

工事概要

敷地

工事種別

主要用途

工事名称

工事建物の概要

工事の範囲

別途工事

（１）図面及び本特記仕様に記載されていない事項は、国土交通省大臣官房官庁営繕部制定の「公共

　　　建築工事標準仕様書(建築工事編)(最新版)（以下「標準仕様書」

　　　という。)による。

（２）電気設備改修工事及び機械設備改修工事を本工事に含む場合は、電気設備改修工事及び機械設備改

　　　修工事はそれぞれの工事仕様書を適用する。

　　　電気設備改修工事の特記仕様書は（　　／　　）図、

１．共通仕様

　　　機械設備改修工事の特記仕様書は（　　／　　）図による。

（３）改修工事を本工事に含む場合は、改修工事は改修工事の工事仕様書を適用する。

　　　改修工事の工事仕様書は（　　/　　）図による。

（４）受注者は建築基準法第７条の定めによる完了検査（同法第７条の３の定めによる中間検査を含む）

　　　時には、特定行政庁（建築主事等）が求める検査に必要な資料（報告書等）を用意すること。

２．特記仕様

（１）項目は、番号に○印の付いたものを適用する。

（２）特記事項の中で選択する事項（・印の付いたもの）は、・ 印の付いたものを適用する。

　　　・印の付かない場合は、※印の付いたものを適用する。

　　　・印と ※ 印の付いた場合は、共に適用する。

（３）特記事項に記載の [　.　.　] 内表示番号は、標準仕様書の当該項目、当該図又は当該表を示す。

（４）受注者は、南海トラフ地震防災対策推進地域における工事にあっては、南海トラフ地震に関連する

　　　情報（臨時）が気象庁から出された場合には、工事中断の措置をとるものとし、これに伴う必要な

　　　補強・落下防止等の保全処置を講じなければならない。

　　　上記事実が発生した場合は、契約書第26条（臨機の措置）の規定による。

（５）標準仕様書で「特記がなければ、」以降に具体的な材料・品質性能・工法・検査方法等を明示し

　　　ている場合において、それらが関係法令の改正等により（条例を含む）に抵触する場合には、関係

　　　法令等の遵守［1.1.13］の規定を優先する。

特記事項項目特記事項項目特記事項項目

項目 特記事項章

１

共
通

事
項

１

共

通
事
項

１

共
通

事
項

１

共
通

事
項

特記仕様書－１A - 0 1

可児市立今渡北小学校賃貸借校舎トイレ・渡り廊下増築工事

小学校

増築（新築）

岐阜県可児市今渡1680（可児市立今渡北小学校）

構　造　　　　【トイレ棟】 鉄骨造　　【渡り廊下棟】 鉄骨造

階　数　　　　【トイレ棟】 地上１階　【渡り廊下棟】 地上１階

延べ床面積　　【トイレ棟】 61.50 ㎡　【渡り廊下棟】 25.75 ㎡

建築面積　　　【トイレ棟】 61.50 ㎡　【渡り廊下棟】 25.75 ㎡

風速（Ｖｏ＝　３２　m／s）
地表面粗度区分　（　　Ⅲ　　）

・積雪荷重　　３０ｃｍ

・コンクリートブロック・ＡＬＣパネル、窯業系サイディング張工事

・排水工事・内装工事
・植栽及び屋上緑化工事・舗装工事

記載内容は監督職員と協議する。
完成図ＣＡＤデータ作成方法は監督職員と協議する。

・保全に関する資料
提出　※１部　・　

提出　※原図及びその複写図１部　・　
・施工図（・監督員の指示による　・　　　　　　　　　）

　本工事に係る施工図及び施工計画書の著作者の権利は、当該建物における使用

に限り、発注者に移譲するものとする。

受ける。
設備機器の位置、取り合い等が検討できる施工図を提出し、監督職員の承諾を
製作図等で原図として提出が出来ないものは、原図に代わるものとしてよい。

国土交通省大臣官房官庁営繕部監修の「営繕工事写真撮影要領（平成28年版

）による工事写真撮影ガイドブック（平成30年版）」及び国土交通省大臣官

監督員の指示により撮影し提出する。
房官庁営繕部「デジタル工事写真の小黒板情報電子化について」による他、

を受ける。

施工図

　 取り合い

※自動閉鎖装置取付け箇所の切込み及び補強

※駆動装置が電動による建具等の２次側の配管・配線及び操作スイッチ

※図示した壁・天井の仕上材・下地材の切込み及び補強

※図示した鉄筋コンクリート部の貫通孔、開口部の補強
本工事の施工範囲

※設備機器の位置、取合いなどの検討できる施工図を提出し、監督員の承諾

故発生報告書を監督員に速やかに提出すること。

※工事施工中に事故が発生した場合には、直ちに監督員に通知するとともに、事

１）本工事においては「低騒音型・低振動型建設機械の指定に関する規程」（平
成9年 7月31日建設省告示第1536号、最終改正 平成13年4月9日国土交通省告示
第487号)に基づき指定された建設機械を使用する。ただし、これにより難い場

合は、監督職員と協議の上、必要書類を提出するものとする。
２）本工事においては「第３次排出ガス対策型建設機械指定要領(平成18年3月17

日国総施第215号、最終改定 平成23年7月13日国総環ﾘ第1号)に基づき指定され

た建設機械を使用する。排出ガス対策型建設機械を使用できない場合は、平成
７年建設技術評価制公募課題「建度設機械の排出ガス浄化装置の開発」、又は
あるいはこれと同等の開発目標で実施された建設技術審査証明事業により評価

された排出ガス浄化装置を装着することで、排出ガス対策機械と同等とみなす。
ただし、これにより難い場合は、監督職員と協議するものとする。

排出ガス対策建設機械、又は排出ガス浄化装置を装着した建設機械を使用す
る場合、現場代理人は、施工現場において使用する建設機械の写真撮影を行い、
監督員に提出するものとする。

　工事施工に際し、在来部分を汚損した場合又は損傷した場合は、構造・仕

上げ共、在来にならい補修する。

　※粉じん対策　粉じんが発生する場合には、集塵機を設置すること。
　　　　　　　　工事車両の洗車及び道路の清掃をすること。

　※安全対策　工事車両の出入口及び出隅部分に透明板付の仮囲いや赤色

　　　　　　　灯を設置すること。

搬出時等は、周辺道路への土砂等飛散防止に努めること。

・騒音対策

・夜間照明 仮囲い上部に仮設夜間照明を設置すること。

隣地境界地点において騒音振動測定器を設置し測定管理すること。

4 施工計画書

5 電気保安

6 施工条件

7 発生材の

8 環境への配慮

9 材料の品質等

10 特別な材料

11 技能士

11 技能士

12 技能資格者

13 化学物質の

14 完成時の提出

15 工事写真

16 建設機械

17 設備工事との

18 事故報告

19 養生その他

20 完成写真

   適正処理

   排除措置

　　　　

協議

※用語の読み替え

21 書類の書式等

22 下請施工業務

23 産業廃棄物の

24 下請け業者等

25 暴力団の

26 軽微な変更等

27 事故防止策

28 工事着手前

29 県産材の利用

30 その他

本完成写真の著作者の権利は、発注者に委譲するものとする。

提出内容

記録方式：ＲＧＢ（フルカラー）、ＪＰＥＧ最高画質
記録媒体：ＣＤ－Ｒ（ＩＳＯ）又はＤＶＤ－Ｒ

　※電子データ（JPEGフルカラー、圧縮率1/4程度）１部

　　画素数、画質等 4500×3000 ピクセル以上で画像補正を行ったもの

　本工事の施工に関して提出する書類は、発注者が受注者に提示する内容に

基づき作成する。

撮影箇所数　※屋外４箇所程度　屋内６箇所程度　・航空写真（　　）箇所

・カラープリント　キャビネ版（ １ ）部



　・標準仕様書表 7.2.3（JIS付属書品）又は次による。

・構造図による

・ＳＤ３４５

[6.2.1]

[6.2.1～4][6.3.2][6.10.1、2]

ｺﾝｸﾘｰﾄの類別　

　・ Ⅱ類（JIS A 5308に適合したコンクリート）
　※ Ⅰ類（JIS A 5308への適合を認証されたコンクリート）

普通コンクリートの設計基準強度
2 ｺﾝｸﾘｰﾄの気乾
単位容積質量に

度等
よる種類及び強

1 ｺﾝｸﾘｰﾄの種類

[5.4.10]

圧接部の試験

えるときは200箇所ごととする
　試験ロット：１組の作業班が１日に行った圧接箇所とする。なお、200箇所を超

　・引張試験
・[5.4.9～5.4.10]による

試験の箇所数等
　※超音波探傷試験
抜取試験　
　※行う（全数）

外観試験　　

試験片を採取した箇所の処置：ガス圧接

試験片の採取後は、１ロットに対して（※３本　・　　　）とする

4 鉄筋のかぶり [5.3.5]最小かぶり厚さ

鉄筋相互のあき（機械式継手及び溶接継ぎ手を除く）
　・図示による（　　　　　）

　

　　　最少かぶり厚さのくわえる暑さ（　　　）mm
　・有り　適用箇所(　　　　　　　　　)
　・なし

耐久性不利な部分（塩害等を受けるおそれのある部分等）
・

最少かぶり厚さに加える暑さ（　　　）mm

　・有り　適用箇所(　　　　　　　　　)
・なし

軽量コンクリートで土に接する部分

主筋のかぶり厚さを径の1.5倍以上確保する
・有り　適用箇所(　　　　　　　　　)
・なし

柱及び梁の主筋にD29以上の使用の有無

・
・図示による（　　　　　）厚さ及び間隔

（溶接金網を含む)

継手位置　・図示による（　　　　　）　　・　
柱及び梁主筋の重ね継手の長さ　・図示による（　　　　　）　　・　

耐力壁の重ね継手の長さ　・図示による（　　　　　）　　・　
鉄筋の定着の長さ　・図示による（　　　　　）　　・　

・重ね継手　・                      耐力壁の鉄筋

柱、梁の主筋

継手の方法

・重ね継手　・　
（　　 　　　）

その他の鉄筋

部  位 呼び径（mm）

鉄筋の継手の方法等 [5.3.4][5.5.2][5.6.3]

定着

3 鉄筋の継手及び

鉄筋の種類 [5.2.1][表5.2.1]
備　　考呼　び　名　（ｍｍ）種類の記号

・ＳＤ２９５Ａ

・

・

形状等
網目の形状、寸法、鉄線の径(mm)

[5.2.2]
使 用 部 位種類の記号種  類

・鉄筋格子

・溶接金網

2 溶接金網

1 鉄筋の種類

地業

設計基準強度　※18N/m㎡　　　　
[4.6.4][6.14.1]

[4.6.4][6.14.1]

施工範囲　 [4.6.4][6.14.1]
[4.6.4][6.14.1]

　・図示による（　　　　　）
　・基礎梁下、土に接するスラブ下

施工範囲

材料　　　　・ポリエチレンフィルム厚さ0.15mm以上　　　

[4.6.2][4.6.5]

　・図示による（　　　　　）　　　
種類及び施工方法等

　・建物内の土間スラブ及び土間コンクリート下（ピット下を除く）

材料　・再生クラッシャラン　・切込砂利及び切込採石
[4.6.2～4.6.3]

・図示による（　　　　　）
・基礎下、土間コンクリート下、土に接するスラブ下

適用場所

・

2 支持地盤 [3.2.1][4.2.4][4.3.4～5][4.4.4][4.5.5～6]

・地盤の載荷試験　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　試験の位置、載荷荷重　 ・図示による（　　　　　）　　　・　
　載荷試験の方法　・地盤工学会基準　JGS 1521による

・行う　　位置等　・図示による（　　　　　　　）
・行わない

試験掘り（根切り底の状態の確認等）

支持地盤の種類及び位置（基礎底部の位置含む）

※構造図（　　　　　　　　）による　・　
支持地盤の種類及び位置（基礎ぐいの先端の位置含む）

・直接基礎

・杭基礎

　結果

1 地盤調査の

※構造図（　　　　　　　　）による　・　  　
調査位置、柱状図、地層構成、地下水位　
・近隣敷地の調査報告書及び今回工事に含まれる地盤調査結果による

・申請敷地の既往調査報告書及び今回工事に含まれる地盤調査結果による
・申請敷地の既往調査報告書のみによる
調査報告書

承　認 設　計 設計年月日 NO .
工事名

図面名

工事設計図

T E L  0 5 7 4  ( 6 2 )  1 8 8 1

F A X  0 5 7 4  ( 6 2 )  5 4 3 2 １級建築士　 三  宅  晶  信 　第 6 8 2 7 8 号

備  考

2022-03

可児市立今渡北小学校賃貸借校舎トイレ・渡り廊下増築工事

A2 : ――
A3 : ――

・設ける

・構内に新設する。
規模(ｍ２程度)　・１０　・２０　※３５　・６５　・１００

・設けない

・構内既存建物の一部を使用する。

構内既存の施設　※利用できない
・利用できる（ ※有償　・無償 ）

・利用できる（ ※有償　・無償 ）
構内既存の施設　※利用できない

・   

建築基準法第８９条に基づく「確認があった旨」の表示をする。

・　適用する　　　　　・　適用しない

2 監督職員

  事務所

3 工事用水

4 工事電力

5 設計ＧＬ

6 確認済の表示

「手すり先行工法に関するガイドライン」に基づく足場の設置に当たっては、

同ガイドラインの別紙１「手すり先行工法による足場の組立て等に関する基準」

防護シート　・設置する　・設置しない

1 足場その他 [2.2.4]

・外部足場の防護シートによる養生

[2.3.1]

[3.2.3]

※表3.2.1による種別

　　　　  土質（　　　　　　　　）    受渡場所（　　　　　　　　　　　）

　・Ｄ種 （細粒分(75μm以下)の含有率(重量百分率)の上限を50％未満とする）
　　　　　 適用場所（　　　　　　　　　　　　　　）　

・材料及び工法 　材料（　　　　　　　　　）　　工法（　　　　　　　）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 [表3.2.1]

[3.2.5]

1 埋戻し
　及び盛土

  の処理
2 建設発生土

「建設発生土情報交換システム」（一財）日本建設情報総合センター（JACIC）を

活用し近隣の受入先を調査の上、搬出距離、受入条件等が確認できる資料を監督職
員に提出し、協議により搬出先を決定する。搬出後、監督職員へ搬出先の受入を確
認できる資料を提出する。

章 章 章章 特記事項項目特記事項項目特記事項項目特記事項項目

２

仮
設

工
事

３

土

工
事

４

地
業

工
事

５

鉄
筋

工
事

６

コ
ン

ク
リ
｜

ト
工
事

　コンクリート

[6.14.1]

設計基準強度

スランプ
※１５ｃｍ　・１８ｃｍ　・　

適用箇所　　

※１８（Ｎ／ｍｍ2）　・　

コンクリートの種類　・　　　　　　　　※普通コンクリート

セメントの種類　※普通ポルトランドセメント、高炉セメントＡ種、
　　　　　　　　　シリカセメントＡ種又はフライアッシュセメントＡ種
　　　　　　　　・高炉セメントＢ種　　　・フライアッシュセメントＢ種

※[6.14.1](4)(ｱ）～（ｶ）　

Ｇ Ｇ

目地寸法

間隔・位置・形状

部材の位置及び断面寸法の許容差の標準値

・[9.6.3]による　・　　 ひび割れ誘発
目地、打継目地

[6.6.4][6.8.1]

[6.2.5]

適　　用　　箇　　所種 別
・Ａ種

・Ｂ種
・Ｃ種

合板せき板を用いるコンクリートの打放し仕上げ
の仕上がり

(打放し仕上げ部)

[6.8.1]

[6.8.2]

・断熱材を兼用した型枠材
　使用箇所　　・図示による（　　　　　）　　・　

　適用箇所　　・図示による（　　　　　）　　・　
・MCR工法用シート

　打増し厚さ　　　・20mm　　　・　
　打増し範囲　　　・図示による（　　　　　）　　　　・　

・打放し仕上げの打増し厚さ（外部に面する部分に限る）

・打放し仕上げの打増し厚さ（内部に面する部分に限る）

コンクリートの仕上りの平たんさ

種別 適　用　箇　所

・ a種

・ b種

・ c種

Ｇ

・りん酸塩処理
・ブラスト処理（表面粗度５０μｍＲｚ以上）

摩擦面の処理

ボルトの縁端距離、ボルト間隔、ゲージ等

溶融亜鉛めっき高力ボルトのボルト孔の径

溶融亜鉛めっき高力ボルトの径　

セットの種類6 溶融亜鉛めっき
　高力ボルト

試験方法等　
※すべり耐力試験　　

すべり耐力等の確認方法

[7.3.2][7.4.2][7.12.5]

・※[7.2.5](1)(2)による　　

溶接材料
[7.2.5]8 溶接材料

7 アンカーボルト [7.2.4][7.3.2]

種類
建築用ターンバックル胴

建築用ターンバックルボルト

ねじの呼び

9 ターン
  バックル

※羽子板ボルト　・　

※割枠式　・　

[7.2.6]

・

・行わない

・行わない ・行う

増築工事等を含め、既存建築物との取り合う箇所がある場合は現場実測の上、
作成を行う。

通しﾀﾞｲｱﾌﾗﾑの許容誤差

補強方法
・｢突合わせ継手の食い違い仕口のずれの検査・補強マニュアル｣による

・　
・全てのﾀﾞｲｱﾌﾗﾑはH12建告第二号イ(1)(2)に規定する仕様を満足すること

・通しﾀﾞｲｱﾌﾗﾑをH12建告第1464号第二号イ(1)(2)に規定するただし書きの計

算確認有り

[7.3.2]

[7.3.3]

[7.3.10]

・[7.3.3]による

監督員による現寸検査

モルタルの種別

無収縮モルタルの材料及び調合

材料、調合等

品質及び試験方法

工法の種別
※[表7.10.2]（※Ａ種[ﾓﾙﾀﾙ厚さ50]　　・Ｂ種[ﾓﾙﾀﾙ厚さ30]）による

　 モルタル
[7.2.9]

・[7.2.9](2)(ｱ）から（ｴ）による　・　

・[表7.2.5]による　・　

開先の形状　　

スカラップの形状　　

エンドタブの切除する部分　　

・見え掛り部となる部分　構造図（　　　　　　　）による
・見え隠れ部となる部分　構造図（　　　　　　　）による
・切除する部分なし

溶接部の余盛り高さ

エンドタブ・裏あて金

付表３[溶接]による

　 温度の溶接
　 条件

鋼材と溶接材料の組合せと溶接条件　　

適用箇所　　

・構造図（　　　　　　）による

・

・

[7.6.4、7]

・

※（一社）日本建築学会｢JASS6鉄骨工事｣付則６｢鉄骨精度検査基準」

特記仕様書－２A - 0 2

（・養生シート　　・図示による　）

外部足場　・設置する　・設置しない

における2の(2)手すり据置方式又は(3)手すり先行専用足場方式により行う。
内部足場　・設置する　( ・ 脚立、足場板等　・枠組棚足場　）　・設置しない

3　砂利地業

4 捨コンクリート

5 床下防湿層

6 地盤改良工法

5 圧接完了後の

6 無筋

7  打継の位置、

8  構造体ｺﾝｸﾘｰﾄ

9  打増し厚さ

10 型枠 10 柱底均し

11 工作図

12 製作精度

13 仮組

14 溶接接合

15 入熱､パス間

　・Ｂ種　適用場所（　トイレ棟　渡り廊下棟　　）　

　・Ａ種　適用場所（　　　　　　　　　　　　　）　

　・Ｃ種　適用場所（　　　　　　　　　　　　　）

砂利厚さ　　　　・60mm　・図示による

捨コンクリートの厚さ　　・50mm　　　・図示による

　・図示による

・構造図による

・完全溶け込み溶接部　

・構造図による

・構造図による

・構造図による

ボルトの縁端距離、ボルト間隔、ゲージ等

仕上げの程度
※標準仕様書　表7.2.3による　　　

・構造図による　

・構造図による　
アンカーボルトの種別

・構造図による

・　
※審査（評定又は大臣認定）を受けた内容による

※１種（Ｆ８Ｔ相当）　　 ・ 

・構造図による

・構造図による

・構造体強度補正値（S）を適用すること。

アルカリシリカ反応による区分
　※Ａ　　　・Ｂ

・フライアッシュセメントＢ種　　　　　　　適用箇所（　　　　　）

・高炉セメントＢ種　　　　　適用箇所（※基礎及び基礎梁　・　　　　　）
　する）　適用箇所（　　　　　）

Ｇ

[6.3.1]4 骨材

Ｇ

　れた規定の他、水和熱が７日目で352J/g以下、かつ28日目で402J/g以下のものと

　アッシュセメントＡ種（普通ポルトランドセメントの品質は、JIS R 5210に示さ
※普通ポルトランドセメント、高炉セメントＡ種、シリカセメントＡ種又はフライ
種類

[6.3.1]3 セメント

・1種・2種

種類(t/m3)気乾単位容積質量

混和材の種類
※[6.3.1](4)(b)による　

※[6.3.1](4)(a)による　・ＡＥ減水剤 
混和剤の種類

・混和剤

・混和材

[6.3.1]5 混和材料

適用箇所
※ 2 1 　・

・

スランプ設計基準強度(N/mm2)
軽量コンクリートの設計基準強度 [6.2.1～3][6.10.1～2][表6.2.1～2]

・構造図による

・図面による　　

・２５ｍｍ

・１０ｍｍ　　

・せき板の材料及び厚さ　・合板（・12mm　・　　　）　　　　　・　

　※標準仕様書6.8.1表による

・スリーブの材種・規格等　　

の能力のある工場

（旧（社）全国鐵構工業協会）の「鉄骨製作工場の性能評価基準」に定める
して認定を受けた（株）日本鉄骨評価センター及び（株）全国鉄骨評価機構

鉄骨製作工場の加工能力
※建築基準法第７７条の５６に基づき国土交通大臣から性能評価機関と

3 鋼材 [7.2.1][表7.2.1]

1 鉄骨製作工場

[7.1.4]※配置する

・配置しない

2 鉄骨製作工場に

おける施工管理

技術者

・監督員の承諾する工場

[7.1.3]
７

鉄
骨

工
事

有効細長比（圧縮材に限る） ※構造図による　　・　　

種類等
・構造図による

4 高力ボルト ボルトの区分
・トルシア形高力ボルト

[7.2.2][7.3.2][7.4.2][7.12.5]

・ＪＩＳ形高力ボルト
高力ボルトの径　　

ボルトの縁端距離、ボルトの間隔、ゲージ等

摩擦面の処理方法

・すべり試験の実施

　・自然発錆（黒皮等を除去した後に自然放置して表面に赤さびが発生した状態）
　・ブラスト処理（表面粗度50μmRz以上）
・

　　・すべり係数試験　　　・すべり耐力試験

　　すべり試験において、対比試験片を作成し、摩擦面の処理状況の確認をする　

5 普通ボルト [7.2.3][7.3.2、8]ボルト及びナットの材料

　　ボルトの規格は、JIS B 1180とする。

　　ボルトの種類は、呼び径六角ボルト又は全ねじ六角ボルトとし、材料は
　　鋼とする。

　　最大寸法は、ボルトの径の値以下とする。
　　ボルトの強度区分は、4.6又は4.8とする。なお、呼び径六角ボルトの軸径の

　　ナットの種類は、六角ナット－Cとし、材料は、鋼とする。
　　ナットの規格は、JIS B 1181とする。

座金　※JIS B 1256　　・　

・

ボルトの縁端距離、ボルトの間隔、ゲージ等

母屋又は胴縁の取付けに使用するボルトの孔径

　※ねじの呼び径+1.0mm　　　・　

　・構造図による

・構造図による

・構造図による

Ｄ１０～１６
Ｄ１０～１６

コンクリート化粧打放し仕上面

コンクリート金こて押さえ面（張りもの下）、及びコンクリート金こて仕上面

・図示による（　　　　　）　　・　

Ｄ１０・Ｄ１３・Ｄ１６

Ｄ１９・Ｄ２２

スランプ　　　　※15cm

※構造図による　・　

※鋼材の鋼種はSN-Bとし、引張強さによる区分は母材と同等以上とする

※設計ＧＬ＝今回増築する既存の賃貸借校舎１ＦＬ－３００ とする

・重ね継手 Ｄ１０～１６

（　Ｒ　）グレードとして国土交通大臣から認定を受けた工場又は同等以上

・無収縮モルタル　　・無収縮グラウト　



            ・ 改質アスファルトルーフィング下葺材

下葺材料　　・アスファルトルーフィング 940　

・せっこう系　　・セメント系
2 ｾﾙﾌﾚﾍﾞﾘﾝｸﾞ

  外部に面する建具　種別　・BB-1種　・BB-2種  ・ 　

・Ａ種（建具符号：※建具表による　・　　　　）

                  ・行わない

・天井のふところが3.0mを超える場合 
  補強方法　　※標準仕様書14.4.4(8)による　  ・図示

・ゆず肌状（・吹付け ・ﾛｰﾗｰ塗り）

・凹凸状（・吹付け ・こて塗り）

・京壁状じゅらく

・砂壁状じゅらく
・着色骨材砂壁状（・吹付け ・こて塗り）

・さざ波状　
・平たん状

建物内部に使用する塗料のホルムアルデヒド放散量　  ※規制対象外　・ 

上塗材　　・適用する・適用しない

吸放湿性　・適用する・適用しない

・防水形複層塗材ＣＥ
・防水形複層塗材Ｅ

・防水形複層塗材ＲＥ

仕上塗材の種類

[15.6.2]

耐候性　※耐候形３種 ・  

種　類 呼　　び　　名 仕上げの形状
防火
材料

・外装薄塗材Ｓｉ

・可とう形外装薄塗材Ｓｉ
・外装薄塗材Ｅ
・可とう形外装薄塗材Ｅ

・防水形外装薄塗材Ｅ
・外装薄塗材Ｓ

・薄付け

　仕上塗材

・砂壁状・

・
・
・

・
・

・内装薄塗材Ｃ

・内装薄塗材Ｌ
・内装薄塗材Ｓｉ
・内装薄塗材Ｅ

・外装厚塗材Ｃ
・外装厚塗材Ｓｉ

・外装厚塗材Ｅ

・厚付け
　仕上塗材

・
・

・

・内装薄塗材Ｗ

・複層塗材ＣＥ

・可とう形複層塗材ＣＥ
・複層塗材Ｓｉ
・複層塗材Ｅ

・複層塗材ＲＥ

・複層

　仕上塗材

・ゆず肌状 ・凸部処理 ・凹凸模様

（・吹付け　・ローラー）
上塗材

・

・
・
・

・
・
・

・
・

・
・
・

・内装厚塗材Ｃ
・内装厚塗材Ｌ

・内装厚塗材Ｇ

・内装厚塗材Ｅ

　仕上塗材

・吹放し ・凸部処理 ・平たん状
・凹凸状 ・ひき起こし ・かき落とし

・内装厚塗材Ｓｉ

・吹付用軽量塗材
・こて塗用軽量塗材

・軽量骨材

防火材料の指定　　※屋内の壁、天井の仕上材は防火材料とする

・砂壁状　・平たん状

・

・
・

・
・

・

・

・

・
・

  仕上げ

溶　媒　※水系　・溶剤系
樹　脂　※アクリル系
外　観　※つや有り

        ・つや無し
        ・メタリック

(※１色 ・２色)

承　認 設　計 設計年月日 NO .
工事名

図面名

工事設計図

T E L  0 5 7 4  ( 6 2 )  1 8 8 1

F A X  0 5 7 4  ( 6 2 )  5 4 3 2 １級建築士　 三  宅  晶  信 　第 6 8 2 7 8 号

備  考

scale　　　　　　　　2022-03

可児市立今渡北小学校賃貸借校舎トイレ・渡り廊下増築工事

A2 : ――
A3 : ――

章 章 章章 特記事項項目特記事項項目特記事項項目特記事項項目

[7.6.12]H12建告第1464号第二号に関する外観試験方法等

　　検査による
　　・抜き取り検査①　　※抜き取り検査②

JASS 6 付則 6［鉄骨精度検査基準］の付表3「溶接」に関する試験方法等

　　ただし、完全溶込み溶接部の外観検査の抜取箇所は、超音波探傷試験の試験
　　箇所と同一とする。外観試験の不合格箇所は、すべて標準仕様書7.6.13による
　　補修を行い、再試験する。

・工事現場溶接の場合　

・

・ ・

・ ・

・

・全て節

検査水準

※４.０　・２.５　

※第６水準

ＡＯＱＬ（％）　　
・工場溶接の場合　

完全溶込み溶接部の超音波探傷試験

※全て ・

（独立行政法人建築研究所監修）

耐火被覆材の接着する面への塗装

鉄骨鉄筋コンクリート造の鋼製スリーブの内面（鉄骨に溶接されたものに限る）

・亜鉛めっき鋼面の錆止め塗料

屋内

屋外

・鉄鋼面の錆止め塗料
塗料の種別

適用箇所

塗料の種別

・[18.3.2][表18.3.1]（　　　）種

[7.8.2、4][18.3.2]

・[18.3.2][表18.3.2]　※Ａ種

・[18.3.2][表18.3.1]　※Ａ種

・行う
・行わない

   保持及び
   埋込み工法

構造用アンカーフレームの形状及び寸法

建方用アンカーボルトの保持及び埋込み工法
種別

種別等

最小板厚6.0mm以上の形綱、鋼板

最小板厚3.2mm以上、6.0mm未満の形綱、鋼板
普通ボルト・ナット類、アンカーボルト類
最小板厚2.3mm以上、3.2mm未満の形綱、鋼板

材　　　 　　　料 適 用 部 位亜鉛めっきの種別
Ａ種

Ｂ種

Ｃ種

(基礎、主要構造
 部及びその他構

 造耐力上主要な
 部分に限る）

補強方法
・補強プレート法
・補強トラス法
・ 

適用箇所

   補強

[7.12.3][表14.2.2]

付表５[工事現場]による

[7.10.3]

[7.10.2]

※構造図（　　　　　　）による　　・　　

[表7.10.1]による　・Ａ種　　・Ｂ種　　

接合部（ボルト接合の場合）

・普通ボルト接合　・　

[7.11.2]

※（一社）日本建築学会｢JASS6鉄骨工事｣付則６｢鉄骨精度基準｣

1 一般事項

2 品質等

防水工事は、専門業者の責任施工とする。
受注者は、防水材料製作所及び防水施工者と連名で年限保証する。
なお、防水の保証年限は、１０年とする。

・行う　※行わない
施工完了後の満水試験（項目3～4の場合）

９

防
水
工

事

下表以外は、標準仕様書表 9.7.1による

ただし、外壁タイル接着剤張りの場合のシーリングは11章に、カーテンウォール
の場合のシーリングは１７章による
　　　　　　施工箇所 　　　　　　シーリング材の種類（記号）

[9.7.2、3][表 9.7.1]

接着性試験　　※簡易接着性試験　　・引張接着性試験
シーリング材の目地寸法　　※標準仕様書 9.7.3(1)(ｱ)～(ｳ)による　　・図示

1 2

事
工

木

1 表面仕上げ
適用箇所

[12.1.4][表12.1.1]
表面仕上げの種別

・Ａ種
※Ｂ種

・Ｃ種
・Ｈ－Ａ種
・Ｈ－Ｂ種

・Ｈ－Ｃ種

機械加工

手加工

2 製材□Ｇ [12.2.1][12.4.1][12.5.1][12.6.1][12.7.1]

※2級・　
※2級・　

・「製材の日本農林規格」による下地用針葉樹製材
間伐材等
の適用

※A種・B種
※A種・B種

※A種・B種

・
・

・

含水率樹種 施工箇所

※2級・　

寸法
(mm)

等級 形状

間伐材等
の適用

※A種・B種 ・
・

含水率樹種 施工箇所
寸法
(mm)

等級 形状

・「製材の日本農林規格」による造作用針葉樹製材

・

※A種・B種

見掛り面

見掛り面

以外

※上小節

※上小節
以上

・

・

間伐材等
の適用

・

含水率樹種 施工箇所
寸法
(mm)

等級 形状

・「製材の日本農林規格」による広葉樹製材

・

・

・

※1等

※1等

※10％以下

※10％以下
・A種・B種

・A種・ B種

3 造作用集成材□Ｇ
ホルムアルデヒド放散量  ※規制対象外　・ 
・「集成材の日本農林規格」による造作用集成材

間伐材等
の適用

施工箇所

・
・

[12.2.1]

寸法

(mm)
樹種 見付け材の面数 見付け材面の品質

※1等　・2等
※1等　・2等

の適用

・　　　

・有り

(mm)
厚さ 間伐材等　　　　　表面の品質施工箇所

[12.2.1]

ホルムアルデヒド放散量  ※規制対象外　・ 

 防虫処理

・無し（　　　　　　　　　　）
・適用する

・適用しない

・「単板積層材の日本農林規格」による造作用単板積層材

・　　　
・有り
・無し（　　　　　　　　　　）

・適用する
・適用しない

Ｇ□積層材
4 造作用単板

(・天然木加工・塗装加工)

(・天然木加工・塗装加工)

[12.2.2、3]

接着剤は可塑剤（難揮発性の可塑剤を除く）が添付されていないものとする。

ホルムアルデヒドの放散量　　※規制対象外　　・　

1 3

屋
根
及

び
と
い

工
事

[13.2.2、3]1 長尺金属板葺

屋内　※19型　・25型

野縁等の種類
  天井下地
4 軽量鉄骨 [14.4.2～4][表14.4.1]

  めっき
3 鉄鋼の亜鉛

施工箇所（手すり及びタラップ以外）

・Ｆ種

・Ｅ種
・Ｄ種
・Ｃ種

・Ｂ種
・Ａ種
種　別

・電気亜鉛めっき

・溶融亜鉛めっき
表面処理方法

[14.2.3][表14.2.2]

屋外　※25型　・19型

　    野縁受、吊りボルト及びインサートの間隔　　・図示　　・ 

　工法 

　　建築基準法に基づき定まる（・1　・1.15　・1.3）の風圧力に対応した工法

  　　周辺部の端からの間隔　　・図示　　・ 

  　　野縁の間隔　　・図示　　・  

　補強箇所　　・図示　　・ 　

　補強方法　　※図示　　・ 　

・吊りボルトの間隔が900mmを超える場合 
  補強方法　　※図示　　・  

・天井のふところが1.5m以上3.0m以下の場合 

　補強方法　　※図示　　・ 
・天井下地材における耐震性を考慮した補強 

・屋外の軒天井、ピロティ天井等

[14.5.3][表14.5.1]
  壁下地
5 軽量鉄骨

スタッド、ランナーの種類

スタッドの高さが5.0mを超える場合　　※図示　　・ 　
出入口及びこれに準ずる開口部の補強 
　※標準仕様書14.5.4(5)による　  ・図示

　※標準仕様書 表14.5.1によるスタッドの高さによる区分に応じた種類　・図示 

1 5

事

工
官
左

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ・適用しない 

1 モルタル塗り モルタル　　・現場調合材料
　　　　　　・既調合材料（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

既製目地材　・設ける　施工箇所（　　　　　）　形状（※図示　・　　　　　）
　　　　　　・設けない 
床の目地

　　　目地割り　　※２m2程度（最大目地間隔３m程度　　・　　　　　 ）
　・設ける

　　　種類　　※押し目地　　・　　　　　　　　　 ）

　・設けない
外装タイル張り下地等の下地モルタル塗り及び下地調整塗材塗りの接着力試験
　・適用する　　・適用しない 

　　品質・性能　　建築材料等品質性能表による
　　試験方法　　　建築材料等品質性能表による

・防水剤

[15.3.2、5]

[15.5.2][表15.5.1]
材塗り

内壁目地部の形状　※Ｖ形目地付き　の下地処理
[15.6.4]

[15.7.2]種別　　・Ａ種　　・Ｂ種（仕上材塗り：EP-G　※B種　・A種）

塗り

[15.8.3]下塗り
　・既調合プラスター（下塗り用）　　・現場調合プラスター（下塗り用） 
上塗り

　・既調合プラスター(上塗り用)　　・しっくい塗り

ロックウールのホルムアルデヒド放散量　※ 規制対象外　・ 
接着剤のホルムアルデヒド放散量　　　　※ 規制対象外　・ 　　　

吹付け厚さ(mm)　　・図示　　・ 25　　

[15.12.2、3]

1 防火戸 ※建具表による　

2 見本の製作等 [16.1.4]

                  ・納まり等が分かる程度のもの　 

　　　          　・行わない 

3 防犯建物部品 ・適用する（※建具表による　・　　　　）
・適用しない 

[16.1.6]

4 ｱﾙﾐﾆｳﾑ製建具

[16.1.3]

[16.2.2、4、5][表14.2.1][表16.2.1]

性能値等

                                     （建具符号：・建具表による　・　　　　）

・防音ドアセット,防音サッシ　　　遮音性の等級（　　）

                                     （建具符号：・建具表による　・　　　　）

Ｇ□・断熱ドアセット,断熱サッシ　  　断熱性の等級（　　）

                                     （建具符号：・建具表による　・　　　　）
・耐震ドアセット　　　　　　　　　面内変形追随性の等級（　）

性能  外部に面する建具の種別　

枠の見込み寸法　・建具表による　・ 
ステンレス鋼板　　※SUS304、SUS430J1L 又はSUS443J1　　・　　

結露水の処理方法　※図示　・ 
水切り板、ぜん板　※図示　・ 

表面処理 （標準仕様書表14.2.1）

[16.2.3]

・防虫網

種類 材種

・ガラス繊維入り合成樹脂製 

ステンレス(SUS304)線材・防鳥網

線径 網目

※0.25mm以上
・ 
※0.2mm

1.5mm

※16～18メッシュ 
・ 

網目寸法15mm

※ステンレス(SUS316)製 

・合成樹脂製 

5 網戸等

・Ｃ種（建具符号：※建具表による　・　　　　)
・Ｄ種（建具符号：※建具表による　・　　　　)

・Ｅ種（建具符号：※建具表による　・　　　　)

・Ｂ種（建具符号：※建具表による　・　　　　）

建具見本の製作　　※行う（建具符号：　　　　） 　　　　　　　　　　

建具見本の程度　　※工事に使用するものとして、あらかじめ製作する 　

特殊な建具の仮組　※行う（建具符号：　　　　） 　　　　　　

1 6

建

具
工
事

・適用しない

材料　・亜鉛めっき鋼板　　・ビニル被覆鋼板　　・ステンレス鋼板 

[16.2.2][16.5.2～4]

性能等級

・防音ドアセット,防音サッシ　　　遮音性の等級（　　）

Ｇ□・断熱ドアセット,断熱サッシ　  　断熱性の等級（　　）

・耐震ドアセット　　　　　　　　　面内変形追随性の等級（　）

ステンレス鋼板　　※SUS304、SUS430J1L 又はSUS443J1　　・　　
鋼板類の厚さ　　※標準仕様書表16.5.1による
召合せ、縦小口包み板の材質　　※鋼板　　・　 

                                     （建具符号：・建具表による　・　　　　）

                                     （建具符号：・建具表による　・　　　　）

                                     （建具符号：・建具表による　・　　　　）

・簡易気密型ドアセット　　・適用する （建具符号：・建具表による　・　　　）

パネル材料のホルムアルデヒド放散量　　※規制対象外　　・　

形状
脚部

材質形状

・ Ｒ
・ 標準 

・ 表面材と同材 
・ ステンレス製 
・ アルミニウム製 

ドアエッジ
表面材の材質

・ ・ﾎﾟﾘｴｽﾃﾙ樹脂系化粧板  
※幅木タイプ  ・ﾒﾗﾐﾝ樹脂系化粧板 

[20.2.5]

試験方法　　建築材料等品質性能表による

品質・性能　建築材料等品質性能表による

 　　　　　　　　　　　　   　

金物の種類・見え掛り部の材質等 
　※標準仕様書表16.8.1により適用は建具表による　　・　 

金属製建具に使用する丁番の枚数及び大きさ
　※標準仕様書 表16.8.2による　　・　　
樹脂製建具に使用する丁番の枚数及び大きさ

　※標準仕様書 表16.8.3による　　・　 
木製建具に使用する丁番の枚数及び大きさ
　※標準仕様書 表16.8.4による　　・　 
木製建具に使用する戸車及びレール

　※標準仕様書 表16.8.5による　　・　 

[16.8.2,3][表16.8.1]

握り玉及びレバーハンドル、押板類、クレセントの取付け位置
　・建具表による　　・　 

特記仕様書－３A - 0 3

3 シーリング

16 溶接部の試験

17 錆止め塗装

18 建方精度

19 ｱﾝｶｰﾎﾞﾙﾄの

20 軽量形鋼構造

21 溶融亜鉛めっき

22 梁貫通孔の

5 接着剤

・図示による

建築基準法に基づき定まる風圧力及び積雪荷重に対応した工法 　

　　　　　　　・一般タイプ　　・複層材タイプ　　・粘着層付タイプﾟ）

工法　建築基準法に基づき定まる（・1　・1.15　・1.3）の風圧力に対応した工法

雪止め　　・設置する（施工箇所　・図示　　・　　　　　　　　　　） 3 仕上塗材

4 ALCﾊﾟﾈﾙの場合

5 ﾏｽﾁｯｸ塗料塗り

6 せっこうﾌﾟﾗｽﾀｰ

7  ﾛｯｸｳｰﾙ吹付け

6 鋼製軽量建具

7 トイレブース

8  建具用金物

・構造図による

・構造図による

・構造図による

・構造図による

　JASS 6 10.4［受入検査］e.溶接部の外観検査(1)から(5)までによる。

　「突合わせ継手の食い違い仕口のずれの検査・補強マニュアル」3.5.2　受入
渡り廊下　各所

・構造図による  ・　

素地ごしらえは、ＪＩＳ　Ｈ　８６４１　による
適用箇所　　・構造図による　　・　　

  及びアルミニ

1 4

金
属

工
事

施工箇所（手すり及びタラップ、建具以外）
[14.2.1]

種　　別

・No.2Ｂ仕上程度

※ＨＬ仕上程度
・鏡面仕上程度

　表面仕上げ
1 ステンレスの

陽極酸化被膜の着色方法　　※二次電解着色　・三次電解着色

・ブラック系
・ブロンズ
・ステンカラー

色合い等種  別
  ウム合金の
  表面処理

2 アルミニウム [14.2.2][表14.2.1]

施工箇所(成形板、笠木、建具以外)

男子ＷＣ　女子ＷＣ　多目的トイレ　掃除具　踏込

[13.5.2、3][表 13.5.5]2 とい

とい受金物及び足金物の材種、形状及び取付け間隔
　※標準仕様書 表13.5.2により溶融亜鉛めっきを行ったもの　・　
多雪地域の軒どい取付間隔　　・適用する
防露材のホルムアルデヒド放散量

　※規制対象外　　・　
鋼管製といの防露巻き
  ・適用する（工法　※標準仕様書 表13.5.4による　　・　　　　　　　　　） 

　・適用しない 

　　　　　　　　　種別
・ろく屋根用（・縦型　・横型）
・バルコニー用

・バルコニー中継用

ルーフドレンの材質その他
施工箇所 材種

たてといその他の材種

軒といその他の材種
　・配管用鋼管　　・硬質ポリ塩化ビニル管（既製着色品）　　・ルーフドレン　

　・図示による　・　

・屋根鋼板のメーカーによる品質保証は１０年間とする

  屋内の建具　　　　種別　・BB-1種　・BB-2種　・ 
　　　　　　　　　　　着色　・ステンカラー（左記程度にて監督員の指定する色）

　　　　　　　　　　　着色　・ステンカラー（左記程度にて監督員の指定する色）

　また、施工不良により雨漏りが発生した際の保証も１０年間とする。



・合成樹脂調合ペイ

承　認 設　計 設計年月日 NO .
工事名

図面名

工事設計図

T E L  0 5 7 4  ( 6 2 )  1 8 8 1

F A X  0 5 7 4  ( 6 2 )  5 4 3 2 １級建築士　 三  宅  晶  信 　第 6 8 2 7 8 号

備  考

scale　　　　　　　　2022-03

可児市立今渡北小学校賃貸借校舎トイレ・渡り廊下増築工事

A2 : ――
A3 : ――

章 章 章章 特記事項項目特記事項項目特記事項項目特記事項項目

[16.8.4]

・クローザ類
　　品質・性能　建築材料等品質性能表による
　　試験方法　　建築材料等品質性能表による

・錠前類 【レバーハンドル】
　　性能　建築材料等品質性能表による

・錠前類 【シリンダ箱錠及びシリンダ本締まり錠】 

品質　建築材料等品質性能表による
性能　建築材料等品質性能表による

鍵の製作本数　　※各室３本１組（室名札付き）　・ 　　

　　　　鋼製　・10　・20　・30　・60　・120　・200本用

[9.7] [16.14.2～4][表16.14.1]

フロート板ガラス
　品種及び厚さの呼びによる種類 
　　※建具表による　　・　　

型板ガラス
　厚さによる種類

　　※建具表による　　・　　

網入板ガラス及び線入板ガラス

　網又は線の形状、板の表面の状態及び厚さの呼びによる種類
　　※建具表による　　・　　

　　※建具表による　　・　　

強化ガラス
　形状による種類、材料板ガラスの種類による名称

　　※建具表による　　・　　
　破片の状態及びショットバック衝撃特性による種類
　　・Ⅰ類　　・Ⅲ類

熱線吸収板ガラス
　板ガラスによる種類、厚さによる種類

　　※建具表による　　・　　
　性能による種類
　　・１種　　・２種

複層ガラス
　材料板ガラスの種類及び厚さの組合せ並びに複層ガラスの厚さ

　断熱性による区分

　日射取得性、日射遮蔽性による区分

　　・Ｇ　　・Ｓ

　　・Ⅰ類　　・Ⅱ－１類　　・Ⅱ－２類　　・Ⅲ類
　落球衝撃はく離特性並びにショットバック衝撃特性による種類
　　・平面合わせガラス　　・曲面合わせガラス

合わせガラス
　材料板ガラスの種類及び厚さの組合せ並びに合わせガラスの合計厚さ

　形状による種類
　　※建具表による　　・　　

4 塗装 [18.4.1～18.14.2]

高日射反射率塗装 Ｇ を適用する場合の適用箇所は屋上、屋根面の金属面とする。

　　塗装

　ント塗り(SOP) 

木部屋外 

木部屋内 
鉄鋼面 
亜鉛めっき鋼面 

・クリヤラッカー
塗り(CL) 

・アクリル樹脂系 
非水分散型塗料

塗り(NAD)
・耐候性塗料塗り

(DP)
鉄鋼面 
亜鉛めっき鋼面 

ｺﾝｸﾘｰﾄ面及び押

・つや有合成樹脂 ｺﾝｸﾘｰﾄ面等

出成形ｾﾒﾝﾄ板面

種別 　 塗料の種類
※A種　・B種 

※B種　・A種 
※B種　・A種 
        － 

※B種　・A種 

※B種　・A種 

・A種・B種・C種 

※B種　・A種         － 

        － 
        － 

        － 

        － 

※1種　・2種

※1種　・2種
※1種　・2種
※1種　・2種

塗り(EP-T) 

・合成樹脂エマルションペイント
塗り(EP) 

・合成樹脂エマルション模様塗料

屋内の鉄鋼面

・ウレタン樹脂ワニス塗り(UC) 

・オイルステイン塗り(OS) 
・木材保護塗料塗り(WP)

※B種　・A種 
※B種　・A種 

※B種　・A種 

※B種　・A種 

※B種　・A種         － 
        － 

        － 
        － 

        － 

        － 

        － 

 

塗り

ｴﾏﾙｼｮﾝﾍﾟｲﾝﾄ

  (EP-G)

・水性・油性

□

1 接着剤

2 ビニル床シート
Ｇ

[19.2.2]

※ 規制対象外         ・ 

接着剤のホルムアルデヒド放散量 

接着剤は可塑剤（難揮発性の可塑剤を除く）が添付されていないものとする。

[19.2.2～3]

施工箇所の下地がセメント系下地及び木質系下地以外の場合の接着剤の種別

　・図示　　・　

1 9

内
装

工
事

・硬質木毛セメント板

せっこうボード等の下地は図示による。
遮音シール材　　　・適用する（・シーリング材　・ジョイントコンパウンド）
 　　　　　　　　 ・適用しない 

合板類、ＭＤＦ及びパーティクルボードのホルムアルデヒド放散量
  ※規制対象外　・ 
合板類の張付け　　※B種 　・A種　

せっこうボードの目地工法　・仕上げ表による

・ﾊｰﾄﾞﾎﾞｰﾄﾞ（化粧）

その他のﾎﾞｰﾄﾞ

・中質木毛セメント板
・普通木毛セメント板

・硬質木片セメント板
・普通木片セメント板
・けい酸カルシウム板

種　　類

 HW 
 MW 
 NW 

 HF 
 NF 
0.8FK 
1.0FK 

JIS

記号
厚さ(mm)、規格等

・ 15　　・ 20　　・ 25　　
・ 15　　・ 20　　・ 25　　
・ 15　　・ 20　　・ 25　　

・ 12　  ・ 15　  ・ 18　  ・ 21　 
・  3 0  　
タイプ 2（無石綿）  ・ 6　・ 8  

・ﾛｯｸｳｰﾙ化粧吸音板  DR ・ フラットタイプ（・ 9     　・ 12 ・　　）(不燃)

・ 凹凸タイプ（・ 12   　　・ 15  ・ 　）(不燃)

・ﾛｯｸｳｰﾙ吸音ﾎﾞｰﾄﾞ

　　　　　　　　　 １号 RW-B ・ 25　　・ 
・ｸﾞﾗｽｳｰﾙ吸音ﾎﾞｰﾄﾞ

GW-B 　　　　　　　　　１号32K ・ 25(ｶﾞﾗｽｸﾛｽ包）　　・ 

GB-R ・せっこうボード
・不燃積層せっこうﾎﾞｰﾄﾞ GB-NC 9.5 (不燃) 　　　　　化粧無（下地張り用） 

 化粧有（トラバーチン模様）

・シージングせっこう
　ボード

GB-S 

・強化せっこうボード GB-F ・ 12.5 （不燃）　・ 15 （不燃）

・せっこうラスボード GB-L 9.5
・化粧せっこうボード

（木目）GB-D 
12.5 （不燃）幅 440mm 程度
模様（・ 柾目　・ 板目） 専用下地材有り

・化粧せっこうボード
（トラバーチン模様）GB-D 9.5（準不燃）

・普通合板 表面の材種 

　生地、透明塗料塗り 
（※ﾗﾜﾝ程度　・　　　 　　） 
  不透明塗料塗り 
（※しな程度 ・　 　　　　） 

板面の品質（　　　） 
厚さ(mm)（　　　） 
接着の程度（　　　） 

　　　　　　・防虫処理 　 難燃処理 　・防炎処理 
・天然木化粧合板 樹種名（　　　　　　　　　） 

接着の程度（・1類　・2類 ） 

厚さ(mm)（　　　） 
・防虫処理 　・難燃処理 　・防炎処理 
化粧加工の方法 （・ｵｰﾊﾞｰﾚｲ ・ﾌﾟﾘﾝﾄ ・塗装） ・特殊加工化粧合板

表面性能（　　　　    　）タイプ 
接着の程度（・1類　・2類 ） 
厚さ(mm)（　　　） 

・防虫処理　 ・難燃処理　 ・防炎処理 
・メラミン樹脂化粧板 JIS K 6903 による　（※ 1.2　　・　　　）
・ﾎﾟﾘｴｽﾃﾙ樹脂化粧板

・ミディアムデンシティ
　ファイバーボード  MDF

・ 3　　・ 7　　・ 9　　・ 12      

・単板張り
　ﾊﾟｰﾃｨｸﾙﾎﾞｰﾄﾞ

・ 無研磨板     　　・ 研磨板
・ 10　 ・ 12　 ・ 15　 ・ 18      

・化粧
　ﾊﾟｰﾃｨｸﾙﾎﾞｰﾄﾞ

・ 単板ｵｰﾊﾞｰﾚｲ     ・ﾌﾟﾗｽﾁｯｸｵｰﾊﾞｰﾚｲ 
・ 塗装 
・ 10（難燃）・ 12（難燃）・  

・ﾊｰﾄﾞﾎﾞｰﾄﾞ（素地） ・　研磨板（・ｽﾀﾝﾀﾞｰﾄﾞ　・ﾃﾝﾊﾟｰﾄﾞ） 

・研磨板　（・ｽﾀﾝﾀﾞｰﾄﾞ　・ﾃﾝﾊﾟｰﾄﾞ） 

　無

 ・内装用　　　・外装用 

・ 2.5　・ 3.5　・ 5　・ 7 
・インシュレーション

　　　　　ボード
 A級（ ・ 天井仕上　 ・ 内装仕上　 ・ 　　）
・ 9　　・ 12　 ・ 15　 ・ 18  

 HB  

 IB 

□Ｇ
□Ｇ
□Ｇ

□Ｇ
□Ｇ

□Ｇ

□Ｇ

□Ｇ

□Ｇ

□Ｇ

□Ｇ

□Ｇ

□Ｇ

□Ｇ

及び合板張り

[19.7.2、3][表 19.7.1]

            ・ 

特記仕様書－４A - 0 4

鍵9

7  せっこうﾎﾞｰﾄﾞ

10 ガラス

　　・Ｔ１　　・Ｔ２　　・Ｔ３　　・Ｔ４　　・Ｔ５　　・Ｔ６
　乾燥気体の種類

　　・空気　　・アルゴン　　・　

種　　　類

　飛散防止フィルム
・衝撃破壊対応ガラス

・日射調整フィルム

・低放射フィルム

・ＳＣ－１

・ＬＥ　　

・ＧＩ－１

内貼り用 外貼り用

・ＳＣ－２

・ＧＩ－２

記号
性 能 等

日射遮蔽性能による区分

熱貫流率による区分

 ・Ａ ・Ｂ ・Ｃ ・Ｄ ・Ｅ

 ・Ａ ・Ｂ ・Ｃ ・Ｄ

品質　JIS A 5759による。

　 フィルム

1 材料 屋内で使用する塗料のホルムアルデヒド放散量 　

※規制対象外　・ 
・防火材料　※屋内の壁、天井仕上げは防火材料とする。 　　　　　　
            ・次の箇所を除き防火材料とする。（箇所：　　　　　　　　） 

2 素地ごしらえ

[18.1.3]

　　　　　　　　　下地面等

木部 不透明塗料塗りの場合
透明塗りの場合

鉄鋼面

亜鉛めっき鋼面
モルタル面及びプラスター面

             種別

※A種・B種
※B種・A種
※C種・A種・B種

・A種・B種・C種
※B種・A種
※B種・A種

[18.2.2～7]

コンクリート面、ＡＬＣパネル面

1 8

装

塗

事
工

11 ガラス用

鍵箱　　　　　※有り　・無し 

マスターキー　・製作する　・製作しない 

上塗り等級　１級
上塗り等級　１級

上塗り等級　１級

・図示による

3 ビニル床タイル

Ｇ

目地処理する場合の工法　　※熱溶接工法　・　 　

[19.2.2]

・ 無地

・ 柄物

色柄

　　

種類の記号

・300×300 

・450×450 

寸法

・500×500
・500×500

※ 2.0

・ 2.5

厚さ(mm)

・ 3.0
・ 

・ＦＴ
・ＴＴ

・ＦＯＡ
・ＦＯＢ

※ＫＴ

材質の種類　　・軟質　　・硬質 

厚さ(mm)　　※1.5以上　　・　
高さ(mm) 　 ※60　　・75　　・100

厚さ(mm)　　※1.5以上　　・　

[19.2.2]

□Ｇ
[19.5.2～6][表 19.5.1～5]

・単層フローリング　（フローリングボード１等）

　　工法　　・釘留め工法（　・根太張り　　・直張り）
　　　　　　・接着工法
　　樹種　　※なら　　・　

　　間伐材等の適用　　・適用する　　・適用しない

・単層フローリング（フローリングブロック１等）

　　樹種　　・　
　　厚さ　　・　 
　　大きさ　　・ 

　　間伐材等の適用　　・適用する　　・適用しない

・複合フローリング

　　工法　・釘留め工法（　・根太張り　　・直張り）
　　　　　・接着工法
　　樹種　　※なら　　・　
　　種別　　・Ａ種　　・Ｂ種　　・Ｃ種

　　間伐材等の適用　　・適用する　　・適用しない

フローリング及び接着剤のホルムアルデヒド放散量　※規制対象外　・　

接着工法の場合の裏面緩衝材　※合成樹脂発泡シート 　
・現場塗装仕上げ　
　※ウレタン樹脂ワニス塗り

　・オイルステインの上、ワックス塗り
　・生地のままワックス塗り

              

・防滑仕上げ ・つや消し仕上げ 

・厚膜型塗床材 
　弾性ｳﾚﾀﾝ樹脂系塗床 

・厚膜型塗床材 
　ｴﾎﾟｷｼ樹脂系塗床 

       種別 

・薄膜型塗床材 

施工箇所 　　   工法

・薄膜流し展べ 工法 
・厚膜流し展べ工法 
・樹脂ﾓﾙﾀﾙ工法 

          仕上げの種類
※平滑仕上げ　 

・平滑仕上げ 
・防滑仕上げ 

[19.4.2][19.4.3][表 19.4.4、5]

塗料のホルムルデヒド放散量　(19.4.2)　　　※規制対象外　　　

※平滑仕上げ　 

4 ビニル幅木

5 合成樹脂塗床

6 ﾌﾛｰﾘﾝｸﾞ張り

・ 9.5 (準不燃) 12.5 (不燃)     ・

12.5 （準不燃）

※A種・B種
※B種・A種その他ボード面

せっこうボード面及び

3 錆止め塗料塗り

　下地面等 　　 工程の種別

[18.3.2、3]

見え掛り部分
見え隠れ部分

鋼製建具 
鋼製建具以外 

※A種　・B種
※B種　・A種 

※A種　・B種
※B種　・A種

塗料の種別

目地：継目処理工法
目地：継目処理工法以外目地：継目処理工法

(EP-Gの場合　※C種)

(EP-Gの場合※B種　・A種)鉄鋼面

亜鉛めっき鋼面
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　　　　　可児市立今渡北小学校
工事場所：岐阜県可児市今渡1680

賃貸借校舎棟
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着色硬質塩化ビニル管（VP）φ100　ステンレス製掴み金物＠1000内外 着色硬質塩化ビニル管（VP）φ75　下部1500養生管（SGP）　ステンレス製掴み金物＠1000内外

１級建築士　 三  宅  晶  信 　第 6 8 2 7 8 号
TE L  0 5 7 4  ( 6 2 )  1 8 8 1
F A X  0 5 7 4  ( 6 2 )  5 4 3 2

備  考

Ｆ☆☆☆☆等級の規格に適合したものを使用する。

・

・

注記事項天井下地凡例

Ｃ

ＣＫ

コンクリート打ちはがし

コンクリート化粧打ち放し

防水Ｍコテ

Ｍ刷毛引

防水Ｍ刷毛引

防水モルタル金こて

モルタル刷毛引き

防水モルタル刷毛引き

コンクリート金こて

モルタル金こて

石膏ボードＧＬ工法ＧＬ

Ｍコテ

Ｃコテ

コンクリート化粧打ち放し

コンクリート打ちはがし

壁下地凡例

Ｃ

Ｍ

ＣＫ

Ｃコテ

Ｍ

Ｍコテ

コンクリート金こて

モルタル下地

モルタル金こて

コンクリート下地を示す

軽量鉄骨下地（LGS）を示す

鉄骨下地を示す

木組下地を示すＷ

Ｓ

Ｌ

Ｃ 建築基準法 第28条の2に規定される建築材料は全て、JIS、JASに規定される

天井塩ビ見切縁はコ型とする。

下地凡例 床下地凡例

0.480000

9.720000

0.480000

■ 面積集計表

符号 符号

■ 面積集計表

建築面積（㎡）

延床面積（㎡）

建築面積（㎡）

延床面積（㎡）

353.165625

61.500000

363.845625

353.165625

61.500000

61.500000

363.85

353.17

61.50

61.50

建築面積

延床面積

（既設）

（新設）

　合計

（既設　１階）

（新設　１階）

　合計

建築面積

１階床面積

建築面積

１階床面積

　合計

　合計

425.35

414.67

×

×

×2.4000

2.4000

1.8000 5.4000

0.2000

0.2000

×

× ×2.150010.875032.4750

7.5000 8.2000

計算式 計算式 小計（㎡）小計（㎡）
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■  外部仕上表

■  内部仕上表

教室棟 渡り廊下棟
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仕上表・面積表

■ 渡り廊下棟　面積表　S=1/400

A3 : 1/600
A2 : 1/400

―

±0

±0

―

±0

―

±0

―

±0

―

2,400

2,400

１階 男子ＷＣ

女子ＷＣ

多目的トイレ

掃除具

踏込

区 分 室 名
ス ラ ブ 天 端

Ｃ

Ｃ

Ｃ

Ｃ

Ｃ

床床 高

基 材下 地 仕 上

ビニル床シート（Ａ）

ビニル床シート（Ａ）

ビニル床シート（Ａ）

ビニル床シート（Ａ）

ビニル床シート（Ｂ）

巾 木

ビニル巾木

下 地

Ｌ

基 材

壁

仕 上 下 地

Ｌ

Ｌ

Ｌ

Ｌ

Ｌ

基 材

天 井

仕 上

塩ビ

塩ビ

天 井 高廻 り 縁 備 考

2,400

屋 根 屋 根

軒 樋

落し口

縦 樋

自在ドレン（硬質塩化ビニル樹脂製）φ75

■ 仕上材料等の符号と名称 ■ 塗料・吹付材料の符号と名称

符号 名称区分 符号 名称

床 SOP

EP

EP-G

CL

WP

K5516

K5663（1種）

K5660

K5531

ＪＩＳ

合成樹脂調合ペイント

合成樹脂エマルションペイント（1種）

つや有合成樹脂エマルションペイント

クリヤーラッカー

木部保護着色塗料塗り

準不燃

■ 教室棟　面積表　S=1/400

壁・天井

ビニル床シート（Ａ）

ビニル床シート（Ｂ）

ロンシール：サニタリウム同等品以上

超防汚染･消臭性ノーワックスビニル床シート(FS) t=2.0

不燃メラミン化粧板

ＧＢ－Ｒ

不燃メラミン化粧板

ＦＫ

ＧＢ－Ｓ

ＧＢ－Ｄ

Ｌ 不燃メラミン化粧板

Ｌ 不燃メラミン化粧板

Ｌ 不燃メラミン化粧板

Ｌ ビニルクロス

ビニルクロス

塩ビ

塩ビ

塩ビ

石膏ボード（数字は厚みを示す）

耐水石膏ボード（数字は厚みを示す）

化粧石膏ボード（数字は厚みを示す）

珪酸カルシウム板（数字は厚みを示す）

不燃メラミン化粧板 t=3　アイカ工業：セラール同等品以上

DP

吹付タイル

アクリルシリコン

クリヤー

A6909 複層塗材　E

アクリルシリコン樹脂クリヤー塗装

透湿性吸水防止材下塗　低汚染濡色防止仕様

耐候性塗料塗り（ふっ素）

■ 耐火・防火・不燃等の指定番号、認定番号

区分 番号 名称

化粧石膏ボード　t=9.5

NM-8619不燃

ＧＢ－Ｓ １２.５

ＧＢ－Ｓ １２.５

ＧＢ－Ｓ １２.５

ＧＢ－Ｓ １２.５

ＧＢ－Ｄ ９.５

ＧＢ－Ｄ ９.５

ＧＢ－Ｄ ９.５ＧＢ－Ｒ １２.５＋９.５

NM-1864

NM-1217 珪酸カルシウム板　t=6

石膏ボード　t=12.5

石膏ボード　t=9.5QM-9828

QM-0898 耐水石膏ボード　t=12.5

メラミン不燃化粧板NM-2183

不燃ビニルクロスNM-3992

鉄芯入着色硬質塩化ビニル樹脂製角軒樋（Panasonic：前高165WIDE同等品以上）　吊金物共　

無機質不燃ビニルクロス　サンゲツ：不燃クロス同等品以上

着色ガルバニウム鋼板 t=0.4 張り（接着剤併用ビス留め）　下張材：FK 6腰 壁

巾木・立上り壁

土間・建物周囲犬走り Ｃコテ　目地切（スロープ部：刷毛引き処理）

腰壁天端笠木 □－75×45×2.3　溶融亜鉛めっき表わし

着色ガルバニウム鋼板 t=0.5 角波サイディング張り中央下がり壁

タジマ：パーマリュームストリート（木目調）同等品以上

複層ノーワックスビニル床シート(FS)　t=2.0

1
1
,
9
7
5

11.9750 25.74625

25.74625

25.74625

25.75

25.75

軒 樋 鉄芯入着色硬質塩化ビニル樹脂製角軒樋（Panasonic：前高165WIDE同等品以上）　吊金物共　

落し口

縦 樋

外 壁

自在ドレン（硬質塩化ビニル樹脂製）φ100

窯業系サイディングボード t=16 張り（通気金具止め工法）　　透湿防水シート下張り　※ ニチハ：モエンエクセラード１６同等品

巾 木

庇下土間・建物周囲犬走り コンクリート金こて仕上　目地切

2,400

2,400ＧＢ－Ｄ ９.５

ＧＢ－Ｄ ９.５Ｃコテ

Ｃコテ

Ｃコテ

Ｃコテ

Ｃコテ

コンクリート化粧打放し仕上　アクリルシリコン樹脂クリアー塗装

コンクリート化粧打放し仕上　アクリルシリコン樹脂クリアー塗装

（特記無き限りＨ＝75）

ステンレス巾木

ステンレス巾木

ステンレス巾木

ステンレス巾木

A - 0 6

着色ガルバニウム鋼板　t=0.6　折版葺　山高90　はぜ締めタイプ　裏面無機質系不燃断熱材t=4.0　張り 着色ガルバニウム鋼板　t=0.6　折版葺　山高90　はぜ締めタイプ
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ポリエチレンフィルム t=0.15 敷込

コンクリート金こて　ビニル床シート（Ａ）

再生砕石 t=100 転圧共
ポリエチレンフォーム保温板 t=20 敷込

土間コンクリート t=120　D10 @200 シングル　縦横

TOTO：ハイドロセラ・フロアーPU　同等品
汚垂石：防汚・防臭薄型陶板

600

鉄骨下地　通気金具止め工法
透湿防水シート下張り

巾木：コンクリート化粧打放し仕上

窯業系サイディングボード t=16 張り

アルミ製土台水切り金物（メーカー標準品・カラー）

　　　アクリルシリコン樹脂クリアー塗装

犬走り：コンクリート金こて仕上　目地切

下地・捨水切共 取合加工含

アルミ笠木：押出成形品　アルマイト処理シルバー　Ｗ２５０程度

水止面戸：屋根同材品

水上水切板：屋根同材加工（立上り共）
下地・捨水切共 取合加工含

アルミ笠木：押出成形品　アルマイト処理シルバー　Ｗ２５０程度

ケラバ水切板：屋根同材加工（立上り共）
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50

シーリング

裏面無機質系不燃断熱材t=4.0　張り

Ａ

面台天端：メラミンポストフォーム加工品
　　　　　アイカ工業 ＫＥＡ 同等品以上

取り合い水切
屋根同材加工
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軒樋：
鉄芯入着色硬質塩化ビニル樹脂製角軒樋　吊金物共
Panasonic：前高165WIDE同等品以上

着色硬質塩化ビニル管（VP）φ100
ステンレス製掴み金物＠1000内外

たて樋：

　　　

自在ドレン（硬質塩化ビニル樹脂製）φ100

外壁面　木製横胴縁組　45×45　＠300

外壁面　木製横胴縁組　45×45　＠300
GB-S 12.5　不燃化粧メラミン板

GB-S 12.5　不燃化粧メラミン板

　　　　※ H=2,000以上は ＠450 とする

　　　　※ H=2,000以上は ＠450 とする

外壁胴縁軸組内　グラスウール保温材 t=100 充填

天井裏　　グラスウール保温材 t=100 充填

外壁胴縁軸組内　グラスウール保温材 t=100 充填

天井裏　　グラスウール保温材 t=100 充填

：シーリング部分を示す

1
0
0

1
0
0

：断熱材（グラスウール保温材）施工箇所を示す

取合部全周シーリング共

Ａ部詳細　1/20
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着色ガルバニウム鋼板　t=0.6　折版葺　山高90　はぜ締めタイプ

※ 既設建物形状、寸法を
　 確認のうえ製作とする

400

軒先面戸：屋根同材品

ビニル巾木　H=75

３通り東面の外壁面は
透湿防水シート張りのみとする

打ち剥がしのままとする
３通り東面の巾木は普通型枠とし、

敷コンクリートt=120　金こて仕上
南側に水勾配を設けること
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0
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既設取り合い部分エラスタイト t=20 打込

A2 : 1/30
A3 : 1/45

掃除具 １

室 名 数量

男子便所（小便器）

男子便所（洗面）
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１女子便所（洗面）

１多目的トイレ
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※ 洗面部の高さはカウンター設置高さを確認のうえ決定とする
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２１００

2
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Ｈ

Ｄ

面台天端：メラミンポストフォーム加工品
　　　　　アイカ工業 ＫＥＡ 同等品以上

ステンレス巾木

ＧＢ－Ｓ １２．５
メラミン化粧板 t=3

軽量鉄骨壁下地 100型

7
5

1 0

4 75 1 25

60 0

39 0 170 40

60 50 60

シーリング W=10

シーリング

シーリング

塩ビ製見切縁（両側に設置）

※ 内部天井面は上記壁納まりに準ずる

【 屋内 】

【 屋外 】

３

A3 : 1/15～45
A2 : 1/10～30

着色ガルバニウム鋼板 t=0.6 加工
外壁取合エキスパンションカバー

取付面ブチルゴムテープ挟み込み

A2 : 1/5
A3 : 1/7.5

A2 : 1/5
A3 : 1/7.5

2 00
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68
■ ピクトサイン スコッチカルフィルム張り

■ プレート 200×200　着色アクリル板　t=8
取付用捨貼プレート　アクリル板 t=6

※ 上記図柄は参考とし、発注者と協議の上決定とする

スコッチカルフィルム張り■ 室名文字

1
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4
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4 0

10

1
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０５０４０３ 外壁・内壁 既設取合部　詳細図 ピクトサイン・室名札　詳細図０２ 配管帯　詳細図 A2 : 1/10
A3 : 1/15

2
0

2
0

部 拡大　1/5

60

シーリング部保護用捨て水切カバー:屋根同材加工
※ 取り合い水切設置後に上部からかぶせて取付すること

木製コーナー壁見切　40×40　クリやラッカー塗り

木製コーナー壁見切　詳細図

校舎トイレ断面詳細図・部分詳細図

タイトフレーム：標準品　防錆加工品（Ｇ梁・Ｂ梁毎にすべて設置）
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下地はすべて軽量鋼製天井下地とし、屋内は１９型とする
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校舎トイレ平面詳細図・展開図・天井伏図
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室名札▼
◆

◆ 展開図　特記事項

1.

その他の部分については６５型とする

下地はすべて軽量鋼製壁下地とし、２通りのみ１００型、
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アルミニウム製たてすべり出し窓

A - 1 1

ビル用：鉄骨半外付タイプ

着色陽極酸化塗装複合被膜（B-2種）

オペレーター装置（隠蔽式・操作ボックス埋込型）

アルミ額縁・ステンレス製網戸（ケンドン式）

標準突出し金物一式・ステイダンパー・アルミ水切

網入り型板ガラス t=6.8

ビル用：鉄骨半外付タイプ

着色陽極酸化塗装複合被膜（B-2種）

網入り型板ガラス t=6.8

オペレーター
操作ボックス

1.

2.

3.

4.

設計図及び本図に示す寸法は概略を示すものであり施工にあたっては現場寸法の

扉の開き勝手は平面図による

図中特記無き限りドアガラリはへ型とし、材質はアルミニウム製（焼付塗装にて

建具同色仕上）とする

握り玉はレバーハンドルとする5.

6.

確認を行うものとする

戸当りは床付とし原則すべてに取り付けるものとし、位置は現場指示による

600

7, 500

6,9 00

8
,
2
0
0

2
,
6
7
5

2
,
2
0
0

6
,
0
0
0

3
,
2
0
0

2
,
8
0
0

は既設建物構造材（柱・梁・ブレース等）を示す

※ 特記無き限り構造材は既存のままとする

（既存木胴縁及び間柱に固定とする）

は、水切取付用桟木新設部分を示す

1,837 .5 1 ,80 0 @1 ,80 0

既設西面立面図 1/100 既設平面図　1/100

■ 既設改修詳細図

■ 建具符号図■ 建具特記事項

A2 : 1/50･100
A3 : 1/75･150建具表・既設改修詳細図
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改修工事期間中は施錠管理

※ 仮設間仕切り壁の設置時期、及び
　 既設建具の施錠管理期間は最小と
　 なるよう工事計画を検討すること

仮設間仕切り壁

アルミニウム製建具撤去

引違い窓　w1600×h1500 強化ガラス共撤去

内部木製額縁共撤去
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コンクリート立上り壁撤去（1FLから上部のみ）

H=100程度　厚200程度　有筋（D10@200程度）
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外壁撤去

窯業系サイディングボード厚16程度

木製胴縁・内部グラスウール保温材共撤去
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既設西面立面図･既設断面詳細図 凡例
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スチール焼付塗装（指定色）

ハンガー金物一式・ガイドローラー・戸先指詰防止ゴム

戸当りゴム・大型表示錠(大型レバー付・非常開錠装置付)

棒取手(SUS製 HL仕上・L=600)・ステンレス製沓摺
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ハンガー金物一式・ガイドローラー・戸先指詰防止ゴム
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戸当りゴム・シリンダー本締錠（ロッド式）

棒取手(SUS製 HL仕上・L=450)・ステンレス製沓摺

―――
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屋根同材水切加工

エラスタイト t=20 打込
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着色陽極酸化塗装複合被膜（B-2種）

網入り型板ガラス t=6.8

アルミ水切・アルミ額縁

網入り型板ガラス t=6.8

上吊ハンガー式軽量鋼製額ガラリ付片引きフラッシュ扉 上吊ハンガー式軽量鋼製ガラリ付片引きフラッシュ扉
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ステンレス製中心吊金物・アルミ製アールエッジ

非常開錠装置付表示錠・その他標準金物一式

高圧メラミン樹脂化粧板（指定色）

ステンレス製中心吊金物・アルミ製アールエッジ

非常開錠装置付表示錠・その他標準金物一式
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既設 A-A'断面詳細図　1/50 改修 A-A'断面詳細図　1/50

ガラスシーリングはシリコーン系とする

網戸はステンレス製とする7.

8. 建具塗装色は監督員の指示する指定色とする

9. メラミン化粧板その他表面仕上材料の色は監督員の指示する指定色とする

棒取手はステンレス製ヘアライン仕上とする10.
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ステンレス巾木仕様・戸当り・帽子掛・SUS頭つなぎ ステンレス巾木仕様・戸当り・帽子掛・SUS頭つなぎ

5

パネル端部小口面はすべてSUS製見切材取付とする

床既設取合部分
シーリング充填 W=5

25 0

床改修：シート貼分け 床：既設のまま

2
,
4
0
0

1

既設取合部分　塩ビ製見切材
壁納まりに準ずる（詳細参照）

パネル端部小口面はすべてSUS製見切材取付とする

アルミニウム製嵌め殺し窓既設取合水切り
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　　 梁等が無いことを事前に確認したうえで撤去を行うこと
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着色ガルバニウム鋼板 t=0.4
接着剤・ビス併用取付
端部・ジョイント部目地巻込のうえ
シーリング打ち
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※ 但しスロープ部は刷毛引き仕上とする
コンクリート金こて仕上

腰壁：詳細図参照

巾木:側面・天端

アクリルシリコンクリヤー塗装
コンクリート化粧打放し
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校舎側端部　腰壁受け柱新設

既設テラス土間スラブ面に固定

共通：ケラバ包み　屋根同材加工

4,800

既設土間取り合い部分エラスタイト t=20 打込

渡り廊下鉄骨・鉄部見え懸かり

既設土間コンクリート撤去詳細　1/50

渡り廊下 平面図　1/100 渡り廊下 屋根伏図　1/100

A2 : 1/20～100
A3 : 1/30～150
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※ 撤去にはガス等の火気を使用した切断による撤去は不可（厳禁）とする
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屋根ブレース：一時取外しのうえ

屋根受材：一時取外しのうえ

新設梁材に再取付

新設梁材に再取付

既設テラス土間コンクリート撤去

コンクリート立上り壁撤去

腰壁撤去

パネル：発泡ウレタン充填鋼板サンドイッチパネル
笠木：C-75×45×15×2.3
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　　　自在ドレン（硬質塩化ビニル樹脂製）φ75　
たて樋：着色硬質塩化ビニル管（VP）φ75SUS製掴み金物＠1000内外

軒樋：鉄芯入着色硬質塩化ビニル樹脂製角軒樋　吊金物共　
　　　Panasonic：前高165WIDE同等品以上

水上軒高
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既設渡り廊下接続部改修詳細　1/50

渡り廊下 断面詳細図　1/50

既設土間取り合い部分エラスタイト t=20 打込

床既設取合部分

床既設取合部分
シーリング充填

シーリング充填

25

25

Ｂ部詳細　1/10

Ａ部詳細　1/10

渡り廊下巾木・腰壁詳細　1/20

現況・撤去図 改修図
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共通：出隅面取り

着色ガルバニウム鋼板 t=0.5 角波サイディング張り
中央下がり壁（南北面）：

屋根取り合い部水切り・端部見切：同材加工にて設置

取合水切板：屋根同材加工
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：パネル端部・ジョイント目地部
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着色ガルバニウム鋼板
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※ 既設雨水側溝に接続

塩ビ製雨水桝φ150（塩ビ蓋）

校舎棟　テラス土間コンクリート先端

プレハブ校舎棟　外壁面

渡り廊下　柱芯

渡り廊下　柱芯
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塩ビ製雨水桝φ150（塩ビ蓋）

校舎棟　柱型

校舎棟　外壁面

着色硬質塩化ビニル管（VP）φ75

着色硬質塩化ビニル管（VP）φ75

着色硬質塩化ビニル管（VP）φ75

2 50

電気配線配管移設（電気図面参照）

屋根：着色ガルバニウム鋼板　t0.6　折版葺　山高90　はぜ締めタイプ

出隅面取り



増築棟側の工事ヤードへ侵入が出来ないよう安全に区画を行うものと

する。また、その設置期間（既設校舎棟の改修工事期間）は、出来る

限り短い期間で済むように事前に工事手順等の検討を行うものとする。
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仮設計画図

工事車両出入り口

折りたたみ伸縮式ゲート

仮囲い　

　　　 必要となる部分に適宜設けるものとする
注１） 凡例における外部足場設置位置については、大まかな工事の範囲を示すものであり、実際の足場設置については受注者の工事計画に合わせて

キャスター付，Ｈ＝1800、W=6000　程度

外部足場 ＋ 垂直養生（防炎シートⅠ類）

手摺先行方式　くさび緊結式足場　W=900

■ 仮設計画図　凡例
名 鉄 広 見 線

校舎棟

普通　特別教室棟

昇降口棟

屋内運動場
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渡
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正門

国道21号線

Ｂ

Ａ

※１ 　　　　　　にて示す範囲については工事車両の通行に使用すること

が可能とするが、原則児童の登校前、下校後の時間帯のみの通行とし、

それ以外については事前に建物管理者と協議を行い、その都度了解を

得るものとする。また、通行時においては必要に応じて誘導員、監視

員を配置するものとする。大型車両、及び工事車両が頻繁に通行する

工事においては、事前に施設管理者と協議を行い、休校日での作業を

※２ 　　　　　　にて示す構内アスファルト舗装面について、工事にて破

損、損傷が生じた部分については、受注者の責任において、表層部を

撤去のうえ、既設と同仕様の舗装にて表層の復旧を行なうものとする。

工事ヤード内の復旧については「仮設計画における注記事項」 NO.９※３

※４  Ａ 部分については、新設渡り廊下と接続する既設渡り廊下部分の改

修時期には、仮囲いに代わる新設渡り廊下側の工事ヤードへ侵入が出

来ないように必要な囲い防護措置を仮設にて行うものとする。

※５  Ｂ 部分については、増築棟と既存校舎を接続する時期において、既

※６ ※１～５については、工事着手に先立ち受注者にて検討を行い立案し
今 回 新 築 建 物

既 設 建 物

■ 建物凡例

A2 : 1/500
A3 : 1/750

児童・利用者

児童・利用者

A - 1 3

含めた工程の検討を行い、児童の安全を最優先に配慮した工事計画を

行うものとする。

の記載内容による。

設校舎棟西側の改修の際、内部廊下西面に仮設間仕切り等を設置して

た内容を施設管理者と協議を行い、内容について承諾を得るものとす

る。受注者は検討にあたり、施設管理者からの要望を最大限考慮する

よう努めるものとする。

その結果を十分反映した工事計画、仮設計画を立案し、監督員、及び施設管理者と十分に協議を行ない、

工事着手前に発注者の承諾を受けるものとする。

工事着工に先立ち現状敷地、建物、周辺状況、及び監督員の指示する事項について現地調査を行ない、

工事計画においては、敷地内にある他の建物も含め、工事期間中、施設の利用に支障が生じないよう通

1．

路、及び幅員が確保できる工事計画を受注者にて立案し、承諾を受けるものとする。

受注者は、工事期間中の危険防止対策、騒音、振動、工事車両による交通障害対策等などの、工事の進

4．

れるものについては、適宜仮移設、その他必要な処置を受注者にて行ない、工事完了時は着工時の状態

ったうえで工事を行なうものとする。

捗によって発生が予想される障害等に対しては、事前に支障のない工事計画を立て、万全の対策を行な

3．

2．

■ 仮設計画における注記事項

に受注者の責任において復旧するものとする。

仮囲い、外部足場、その他工事に必要な仮設材の設置に伴い、既存の工作物、その他設置に障害と思わ

8．

9．

11．受注者は工事期間中において、工事進捗に合わせた必要な仮設対策等について、監督員より指示のある

上記工事ヤード部分とその他の部分とは、安全対策として仮囲いにて確実に区画を行なうものとする。

とする。

敷地内に現場事務所、作業員休憩所等の工事に必要となる施設の設置、若しくは工事ヤードを計画する

生を行なうものとする。

工事車両等乗入れ口周辺、及び工事に伴う重機配置箇所等については、適宜必要な箇所に、鋼板敷き養

近隣・周辺環境等に十分に配慮し、大型車両の通行時、車両の通行が頻繁に行われる時等、工事車両の

通行する場所に安全要員を配置し、安全を確保するものとする。

7．

6．

5．

場合はそれ従うものとする。

10．工事期間中、既存の施設に破損、汚損を生じさせた場合は、工事受注者の責任において、復旧を行なう

ものとする。

上記ヤード部分として使用した範囲については、既存の表層仕上に準じた復旧、清掃にて工事着手前の

状態までの復旧を行うものとする。但し、工事にて破損、損傷が生じた部分については、受注者の責任

において、既設と同仕様の仕上での修復のうえ復旧を行なうものとする。

場合については、事前に発注者、及び施設管理者と協議を行ない、承諾を得た範囲内にて使用するもの

賃貸借校舎

 6. 30°

真北

Ｎ

工事に先立ち既設の砂場（5200×5200程度）の撤去を行う

　樹脂枠及び下部コンクリート基礎共すべて撤去とする

波形亜鉛鉄板 Ｈ＝1800 程度

渡り廊下

工事ヤード（予定）

普通　管理　特別棟

　　但し工事中の安全性は十分に確保すること

協議の上決定とする

ガードフェンス柵 Ｈ＝1800 程度

　　工事中、発注者の要望に応じて移動、若しく

児童・利用者動線

児童・利用者・車両動線

設置方法、設置期間等については事前に建物管理者と

　　は一時撤去等が可能な方法にて設置とする
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一般仕様１ １）新設工事共通仕様書（Ａ．７ 工事種目において新設・増設一式とあるもの）

（１）特記仕様、図面及び現場説明書（現場説明に対する質問回答書を含む）に記載されていない事項は、すべて国土交通省大臣官房官庁営繕部

（２）機械設備工事及び建築工事を本工事に含む場合、機械設備工事及び建築工事はそれぞれの工事の仕様書を適用する。

２）改修工事共通仕様書（Ａ．７ 工事種目において改修・撤去一式とあるもの）

（１）特記仕様、図面及び現場説明書（現場説明に対する質問回答書を含む）に記載されていない事項は、すべて国土交通省大臣官房官庁営繕部

（２）機械設備工事及び建築工事を本工事に含む場合、機械設備工事及び建築工事はそれぞれの工事の仕様書を適用する。

３）設計図書間に相違がある場合の優先順位は、次の（１）～（５）の順番とおりとする。

（１）

（２）

２ 特記仕様 １） 項目は、番号に○印の付いたものを適用する。

２） 特記事項のうち選択する事項は、　印の付いたものを適用する。

質問回答書

現場説明書

特記仕様

（４）

（３）

図面

標準仕様書及び標準図（５）

Ｂ．　工　事　仕　様　書

監修の公共建築工事標準仕様書（電気設備工事編）（最新版）及び公共建築設備工事標準図（電気設備工事編）（最新版）による。

監修の公共建築改修工事標準仕様書（電気設備工事編）（最新版）及び公共建築設備工事標準図（電気設備工事編）（最新版）による。

２ 工事実績情報の登録

項　　目章

総合試運転を行う上で、関連工事を含めた各工事が工期のおおむね10日前までに支障のない状況まで完了していること。

１

３

４

５

書類の書式等

電気保安技術者

事故報告

概成工期

１
．　

一　

般　

共　

通　

事　

項

６

特　　記　　事　　項

本工事の施工に関して提出する書類は、発注者が受注者に提示する「工事の施工にかかる提出書類について(依頼)」に基づき作成する。

工事施工中に事故が発生した場合には、直ちに監督員に通知するとともに、事故発生報告書を監督員に速やかに提出すること。

７

８

９

10

11

12

13

14

15

機材等 本工事に使用する設備機材等は、設計図書に定める品質及び性能を有する新品とする。ただし、仮設工事材料、リサイクル製品及

び特に指定したものは新品でなくともよい。また、これらの設備機材等は、監督員の承諾を受ける。

主要材料については、契約後、速やかに主要機材の製作所名等一覧表を提出し、監督員の確認を受ける。

設計図書に記載してあるもの及び監督員の指示する材料、仕上げの程度、色合い等は、あらかじめ見本を提出して確認を受ける。

使用する機材が、国土交通省大臣官房官庁営繕部監修の「建築材料・設備機材等品質性能評価事業設備機材等評価名簿」による場合は、

評価書の写しをもって、標準仕様書第1編第1章第4節1.4.2(b)の品質及び性能を有することの証明となる資料の提出を省略することがで

きる。ただし、標準仕様書に規定される製作図、試験成績書等は除く。

姿図の形状及び寸法は、概略を示す。

本工事においては、「低騒音型・低振動型建設機械の指定に関する規定」（平成9年7月31日建設省告示第1536号、最終改正平成13年4月

本工事においては、「排出ガス対策型建設機械指定要領」に基づき指定された排出ガス対策型建設機械を使用する。ただし、これによ

材料搬入報告書の作成対象は機器類のみとして、配管及び配線資材については報告書の作成を省略する。ただし、当該資材の使用に際

しては、設計仕様への適合について事前に監督員の確認を受けることとする。

産業廃棄物が搬出される工事にあたっては、監督員の指示に従い、産業廃棄物関連書類の提出及び確認並びに処理施設の現地確認並び

に建設廃棄物処理状況の管理を行い、産業廃棄物が最終処分に至るまで適正に処理されていることを確認する。

建設リサイクル法の実施に係る岐阜県指針に基づき、工事着手時に再生資源利用計画書及び再生資源利用促進計画書を、また、工事完

了時に同計画書の実施報告書を監督職員に提出するものとする。

9日国土交通省告示第487号）に基づき指定された低騒音型・低振動型建設機械を使用する。ただし、これにより難い場合は、監督員と

協議するものととする。

り難い場合は、監督員と協議するものとする。

機材の品質･性能証明

材料搬入報告書の省

略について

機器姿図

産業廃棄物の適正処

理について

再生資源利用計画書

及び再生資源利用促

進計画書の提出

電気工事士

排出ガス対策

騒音・振動の防止

工事写真

最大電力500kW未満の場合、第一種電気工事士又は認定電気工事従事者により施工を行う。

最大電力500kW以上の場合、第一種電気工事士により施工を行う。

１）

２）

３）

配置する。 配置しない。

監督員の指示により撮影し提出する。

本工事においては、「営繕工事写真撮影要領（平成31年改訂）」及び「デジタル工事写真の小黒板情報電子化について」による他、

工事用電力･水その他

既設建物を使用設ける（　　　　号）設けない監督職員事務所16

17 本工事に必要な工事用電力・水等及び諸手続きなどに要する費用はすべて受注者の負担とする。

工事用仮設物 すべて受注者の負担とする。

ただし、設置条件は、構内につくることが　（ できる できない ）。

18

不当介入における

通報義務

妨害又は不当要求に対する通報義務

受注者は契約の履行に当たって、暴力団関係者等から事実関係及び社会通念等に照らして合理的な理由が認められない不当若しく

受注者は暴力団等による不当介入を受けたことにより、履行期間内に業務を完了することができないときは、発注者に履行期間の

延長を請求することができる。

残土処分 建設発生土を構外搬出（または搬入）する場合は、「岐阜県埋立て等の規制に関する条例」（平成19年4月1日施行）を遵守して、適正

に処理すること。

構外搬出とする（※土壌検査を

別途

他工事との工事区分

合成樹脂製可とう管（ＰＦ管）及び付属品は、タイプ－25のものを使用する。なお、電力用位置ボックス類は原則として合成樹脂製と

するが、コンクリート打込み部分は金属製としても良い。ただし、金属製とする場合は当該ボックスには接地を施すものとする。

合成樹脂管配線

また、ボックス類を外部に面した壁に打込む場合はボックスに保温・結露対策の処置を施すこと。

薄鋼電線管 薄鋼電線管は表示されているものと同一外形のねじなし電線管を使用しても良い。

電線本数・管路等

26

27

28

29

30

31

監督員が指示する構内の場所に敷きならしとする。

図面に特記なき場合、別表「Ｃ．工事区分表」による。ただし、これにより難い場合は監督員と協議する。

分電盤、制御盤、端子盤などの二次側以降の配線経路、電線太さ、電線本数、管径等は監督員の承諾を受けて変更しても差し支えない。

また、機械室等の床配線は図面上ＰＦ管で記載している場合であっても、立上げ部分等の露出配管部分は金属管とし、その場合は全長

にわたって接地線を設ける。

金属製電線管の塗装 次の露出配管は塗装を行う。

屋　外　（　　　　　　　　　　　　　　　） 屋　内　（　　　　　　　　　　　　　　　）

保護管 ケーブル配線の保護管は、標準仕様書の金属管配線、合成樹脂管配線の項による。

最上階の埋込配管 最上階の天井スラブへの埋込配管は、原則として避けるものとする。

長さ1ｍ以上の入線しない電線管には、電線太さ1.2mm以上のビニル被覆鉄線を挿入する。呼び線

プレートの材質

金属製（ステンレス・新金属製を含む） 樹脂製

位置ボックス等 ケーブルころがし配線で送り配線端子のある場合は、照明器具、スピーカー、感知器の位置ボックスは、不要とする。

ＥＭ－ＥＥＦケーブ ３心以上のＥＭ－ＥＥＦケーブルについて、１心を接地線として使用する場合は当該心線絶縁体の識別色が緑色である材料を使用する

ルの仕様について こと。

地中配線の埋設

深さ等

地中線の埋設標 構内線路における埋設標の材質及びその個数は、図面に記載のない場合は、次による。

ハンドホールの鉄蓋

鉄製（　　　箇所） コンクリート製（　　　箇所）

ハンドホール等の鉄蓋は、鋳型流し込みで用途名を表示する。

構内配電線路の用途名（ ） 構内通信線路の用途名（

32

33

34

35

36

37

38

40

41

フラッシュプレートは、図面に特記なき場合は次による。

地中配線で、特記なき埋設深さは0.6ｍ以上とする。なお、地中配線には標識シート等（２倍長以上重ね）を設ける。

は違法な要求又は契約の適正な履行を妨げる妨害を受けたときは、警察へ通報をしなければならない。なお、通報がない場合は入

札参加資格を停止することがある。

実施しない）。実施する

高圧 通信 ）

39

電気 ）共用する場合の用途名（

電力

42 電力・電話等の

引き込み

電力及び電話等引き込み線の引留方法、位置については電力会社及び電気通信事業者等と打合せのうえ監督員と協議により施工する。

１）

２）

足場を設ける場合は、「「手すり先行工法に関するガイドライン」について」（厚生労働省基発第0424001号平成21年4月24日）の「手す

足場・桟橋類19

り先行工法等に関するガイドライン」により、同ガイドライン「働きやすい安心感のある足場に関する基準」に適合する手すり、中さん

及び幅木の機能を有する足場とし、同ガイドライン「手すり先行工法による足場の組立て等に関する基準」の２の（２）手すり据置方式

または（３）手すり先行専用足場方式により、足場の組立て、解体または変更の作業を行う。

施工計画書 総合施工計画書

工種別施工計画書

完成図等 完成図等は、標準仕様書第1編第1章第7節「完成図等」により作成する。

発電設備受変電設備 電力貯蔵設備

既存完成図（ＣＡＤデータ）修正

営繕工事電子納品

火災保険等 工事施工中、火災保険または、それに代わる請負賠償責任保険等に加入し、証書の写しを提出する。

軽微な変更等

20

22

23

24

25

営繕工事電子納品要領による。

完成図をＣＡＤにより作成する場合の保存形式及び保存媒体は、監督員の指示による。

次の工種について作成し、監督員に提出する。

現場の納まり、取合いなどの関係による協議の中で、設計図書によることが困難又は、不都合な場合の軽微な変更は、監督員の指示に

よる。この場合、請負金額の変更は行わない。

工事の総合的な計画をまとめた総合施工計画書を工事の着手に先立ち作成し、監督員に提出する。

施工図等21 施工図等の著作権にかかる使用権は、発注者に移譲するものとする。

別契約の関係受注者の定置する足場、桟橋の類は、無償で使用できる。

本工事で設置する。

１
．　

一　

般　

共　

通　

事　

項
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耐震措置45 設備機器の固定は、次に示す事項を除き、すべて「建築設備耐震設計・施工指針（国土交通省）2014年版」(独立行政法人建築研究所監

修)による。

安全施設の使用

・設置

47

天井仕上区分 （　　）書き、または△を頭に付した室名は直天井を示し、その他は二重天井を示す。

らない。

原則、昇降用梯子で作業しないこと。ただし、やむを得ず作業する場合は、作業する高さに関わらず安全帯を使用しなければな

46

１） 安全施設の使用・設置は関係法令等を順守するほか次のとおり講じなければならない。

（1）

（2） 墜落制止用器具は一連の作業において親綱の架け替え等が生じる場合は、本作業用、補助用の２丁掛としなければならない。

そ　の　他

（2）

（1）

ディーゼルエンジン車両の適正燃料の使用について

ディーゼルエンジンを動力とする車両には、JIS規格の軽油を使用すること。

ディーゼルエンジンを動力とする車両の燃料検査があった場合には、協力すること。

コンセントプレート、中継ボックス及びＯＡフロアー内ハーネスジョイントボックスには、行先分電盤名、回路名を表示すること。

キュービクル及び各分電盤には幹線系統図を作成し、各々に添付すること。

１）

２）

３）
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１
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共　
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１ 照明制御の総合動作試験は次に示す事項について行い、監督員に試験成績書を提出し承諾を受けること。照明制御

総合動作試験

在不在制御機能の動作及び動作時間設定のための調光人感センサー

タイムスケジュール制御における点滅及び調光制御の動作確認

外光センサーによる点滅及び調光制御のための動作確認

注）上記試験項目は全数確認とする。

目標照度設定のための各調光センサー（夜間及び日中）

２ 照度測定

発電機回路３ 発電機回路に接続されるコンセントは、回路種別が識別できるものとする。なお、特記なき場合、自家発電装置に接続する回路は原則と

して赤色コンセントとする。また、発電機回路用ケーブルの被覆も色分けすること。

原動機・発電機と付属各機器間の燃料油、冷却水などの配管、制御用配線は監督員の承諾を受けて多少相違しても差し支えない。自家発電設備の

配管工事等

電動機等の接地 金属管配管において、電動機容量7.5ｋｗ以下は金属管を接地線とする。

分電盤等

約形回路遮断器」によるものとし、特記なき場合、JIS協約形の1Pサイズ（100V2P1E、200V2P2E）とする。

本工事の分電盤、ＯＡ盤、実験盤で、分岐に用いる配線用遮断器の寸法と定格は、JIS C 8201-2-1：付属書JC（参考）「電灯分電盤用協

また、漏電遮断器の寸法と定格は、JIS C 8201-2-2：附属書JC（参考）「電灯分電盤協約形回路遮断器」によるものとし、特記なき場合、

JIS協約形の1Pサイズ（100V2P2E）とする。

４

５

６

２
．　
　

電
力　

・　

受
変
電　

・　

発
電

ＯＡ盤・端子盤 ＯＡ盤の端子盤部及び端子盤には、換気口を設けるものとする。

インバータ装置の

規約効率

三相可変速運転用インバータ装置の規約効率は、次の数値以上とする。

低圧配電盤

設備機器容量等 本工事及び別契約の関連工事において設備機器容量等が相違する場合は、関連する設備の施工及び機器製作前に監督員と協議し、指示を

受けること。

７

８

９

10

低圧配電盤に用いる配線用遮断器は埋込型（フラッシュプレートタイプ）とする。

１ ケーブル

２ 非常放送用スピーカ 　　１Ｗ　（　　　Ｌ級　　　　　Ｍ級　　　　　　Ｓ級　）

　　３Ｗ　（　　　Ｌ級　　　　　Ｍ級　　　　　　Ｓ級　）

３

ＥＭ－ＵＴＰケーブルは、使用用途が判別できるようシース色等を変えること。

ＥＭ－ＣＰＥＥケーブルは、ＥＭ－ＦＣＰＥＥを使用しても良い。３　

．　

通　

信　

・　

情　

報

電界強度の測定 最上階フロアのコンクリート打設前に、受信電波の電界強度測定を１ヶ所以上行うこと。

また、その報告書を監督員まで提出すること。

一般照明の照度測定を（　１　箇所）測定し、監督員に報告する。なお、測定場所は、監督員との協議による。

４
．　

改　

修　

一　

般　

事　

項

下記によるほか、改修工事標準仕様書による。

事前調査

２ 仮　　設　　備

３ 養　　　　　生

調査項目（　　　既存資料調査　　　　　　既存配線ルート　　　　　　　　　　　　　）

調査範囲（　　　図示　　　　　　　　　　工事範囲　　　　　　　　　　　　　　　　）

調査方法（　　　図示　　　　　　　　　　目視　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

仮設備項目（　　　受変電　　　　　発電　　　　　　）

仮設備期間（　　　図示　　　　　　　　ヶ月　　　　）

養生範囲（　　　　　　　　　　　　　　　　　）

養生方法（　　　　　　　　　　　　　　　　　）

４ 発生材の処理 引き渡しを要するもの

ＰＣＢ含有調査を要するもの

再生資源化を図るもの （　　　蛍光ランプ 　　　　 白熱灯、HID灯　　　　　金属類　　　　　梱包材　　　）

（　　　照明器具　　　　　　変圧器　　　　　　　　 　　　　　　　　　　　　　　）

（　　　再使用可能な撤去機器類　　　　　　　　 　　　　　　 　　　　　    　　 ）

※照明器具安定器にPCBが使用されている場合は、安定器を本体より分離し金属箱等に収納し表示を付けて建物管理者に引き渡す。

は　つ　り５ 既存のコンクリート床、壁などの配管貫通部の穴開けは、原則としてダイヤモンドカッターによる。

６ 再使用機器 取外し再使用機器は、原則として清掃及び絶縁抵抗測定を行った後、取付ける。ただし、絶縁劣化等使用に耐えない場合は、監督員に報

告する。

７

既存部分の養生は、改修標準仕様書第１編第１章による。

石綿含有品 （　　　　　　　　 　　　　 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　　）

１ 施  工  調  査

本工事施工に伴う既設設備の軽微な加工改造は、本工事とする。既設との取り合い

接　地　極 図面に特記無き場合は、次表の「接地極一覧表」による。

Ｂ

Ｄ　種

Ｅ

Ｅ

Ｅ

Ｅ

Ｅ

Ａ

ＤＥ

Ｅ

記　号接地の種類 接地極の規格・数量

Ａ・Ｂ・Ｃ・Ｄ

ＥＡ・Ｃ・Ｄ

接地抵抗値

Ｃ

Ｄ

ＥＬＨ

Ｅｔ

電話引込口

の保安器用

測定用

構造体接地

等電位接地

ＥＡｔ

Ｄｔ

Ｄ

ＥＤｔ

共同接地

共同接地

Ａ　種

Ｂ　種

Ｃ　種

Ｄ　種

高圧避雷器

交換装置用

通信用

通信用

Ｅ
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Ω以下

Ω以下

　　　Ω以下

Ω以下

Ω以下

Ω以下

Ω以下

　１０Ω以下

Ω以下

　　Ω以下

１０Ω以下

１００Ω以下

１００Ω以下

１００Ω以下

ＥＢ（D=14、L=1,500　または　W=40、L=1,200）×３連－２組

ＥＢ（D=14、L=1,500　または　W=40、L=1,200）×３連－２組

１００

１０

１０

１０

１０

ＥＢ（D=14、L=1,500　または　W=40、L=1,200）×３連－２組

ＥＢ（D=14、L=1,500　または　W=40、L=1,200）×３連－２組

ＥＢ（D=14、L=1,500　または　W=40、L=1,200）×３連－２組

ＥＢ（D=10、L=1,000　または　W=30、L=900）　×１

ＥＢ（D=14、L=1,500　または　W=40、L=1,200）×３連－２組

ＥＢ（D=14、L=1,500　または　W=40、L=1,200）×３連－２組

ＥＢ（D=14、L=1,500　または　W=40、L=1,200）×３連－２組

ＥＢ（D=10、L=1,000　または　W=30、L=900）　×１

ＥＢ（D=10、L=1,000　または　W=30、L=900）　×１

Ω以下

ＥＢ（D=10、L=1,500　または　W=30、L=1,200）×３連－１組

ＥＢ（D=14、L=1,500　または　W=40、L=1,200）×３連－　組

機器取付高さ 図面に特記なき場合は、次による。

天井高×

0.9

床　上～中　心

床　上～中　心

受信機・副受信機

表示灯

壁掛形制御盤

手元開閉器

壁掛形親時計

子時計

壁掛形スピーカ

壁付アッテネータ

引込開閉器

分電盤

スイッチ

（和室）

（台上）

（土間）

（外壁・屋外）

（一般）

（踊場）

（一般）

（和室）

測　　点名　　　称

地　上～窓中心

地　上～中　心

床　上～中　心

床　上～中　心

床　上～中　心

床　上～中　心

台　上～中　心

床　上～中　心

地　上～中　心

床　上～中　心

床　上～中　心

床　上～中　心

床　上～中　心

床　上～中　心

床　上～中　心

床　上～中　心

床　上～中　心

床　上～中　心

床　上～中　心

 1,800～2,000

 1,800～2,000

 1,500 

 1,300

 1,800

   300

   150

   500

   800

 2,100～2,300

   150

 1,300

   300

   150

 1,500

天井高×

 1,300

0.9

0.9

〃 (身体障害者)

直列ユニット　(一般)

直列ユニット　(和室)

床　上～中　心

床　上～中　心

床　上～中　心

床　上～中　心

床　上～中　心

床　上～中　心

床　上～中　心

床　上～中　心

床　上～中　心

床　上～中　心

天井下～上　端

床　上～中　心

床　上～中　心

床　上～中　心

床　上～中　心

床　上～中　心

床　上～中　心

床　上～上　端

天井高×

 1,300

 2,300

 1,300

 1,300

 1,100

   300

   150

   900

   200

   300

   150

 2,100

   300

名　　　称 測　　点 取付高さ(㎜)

情報表示盤

警報ベル

 2,000～2,500

 1,500

 1,500

取付高さ(㎜)

積算計器

スイッチ（自動扉）

壁付押釦（一般）

 1,500～1,800

(上端1,900以下)

(上端1,900以下)

ベル・ブザー・チャイム

壁付インターホン(一般)

壁付アウトレット(一般)

壁付アウトレット(和室)

呼出釦　(多目的便所)

機器収容箱

制御スイッチ 機器収容箱・発信機

室内端子盤

集合保安器箱

壁付電話機

　 300

   200

 1,300

床　上～中　心

床　上～下　端

天井下～上　端

床　上～中　心

床　上～中　心

ガス用検知器(LPG)

（鏡上） 鏡上端～中　心

   800～1,500

   800～1,500

   800～1,500

   150～  200 復帰釦
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時
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拡
声

(上端1,900以下)

する。

機器の使用に支障が生じる場合は、監督員と協議

天井高3,000以上の場合及び上記取付高さにおいて

意匠に関する部分（正面玄関･玄関ホール･EVホー

ル･上級室･会議室）の取付位置は、監督員と協議

すること。

表記は原則とし、施工前に監督員の承諾を受ける。３）

２）

１）注）

壁付発信機

 1,800

（一般）

スイッチ（人感センサ）

電動機出力(kW) 0.4

86.0規約効率（%）

0.75

88.5 92.0

2.2

93.0

3.7

94.0 94.0 94.5 94.5 95.0

18.5 22 30 37 45

95.5 95.5 95.5 95.5 95.5

1.5 5.5 7.5 11 15

E - 0 2 電気設備　特記仕様書－２



1
,
0
00

承　認 設　計 設計年月日 NO.
工事名

図面名

備  考 工事 設計図

8
,
2
0
0

6 , 9 00 600
3
,
2
0
0

2
,
8
0
0

2
,
2
0
0

1 , 2 00

多目的トイレ

3,45 0 3, 450

2,2 50 1, 200 2 ,25 0

C

1
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株式会社
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既設PH校舎

Ｎ

1
56
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40

●埋込穴寸法：Φ100 ●電源ユニット内蔵

●器具寸法：幅115×271×埋込高99
●LE Dバー：ポリカーボネート　乳白 ●本体：鋼板　白

●寸法：幅120×1,2 50×高53 ●定格電圧：AC1 00 V～242 V

●消費電力：19.5 W（AC2 00 V時）

●器具光束：3,2 0 0 lm　固有エネルギー消費効率：164 . 1 lm / W

●寿命：40,0 0 0時間（光束維持率90％）●非調光 ●質量：1.8k g

◆LEDベースライトTENQ O Oシリーズ　直付形　幅120

ＬＥＤ直付け　 FHF32W×2　相当

公共形番　RSS 9- 4 90 0 LN

L EK T 41 23 2 3N -L S 9

●LE D（昼白色）

同等品 LEK D1 5 30 13 N -L S9 同等品

LED　（昼白色）A B

●本体：アルミダイカスト

●化粧枠：プラスチック（バージンホワイト）

●定格電圧：AC10 0 V～24 2V ●消費電力：10.6 W (A C2 0 0V時)

●器具光束：1,3 50 lm　固有エネルギー消費効率：127 . 3l m/ W

●寿命：40, 00 0時間(光束維持率85%)●質量：0.7 kg ●非調光

◆LEDユニット交換形ダウンライト　一般形　(高効率　広角タイプ)

Ｓ
A Ｓ

A

Ｓ
B

Ｓ
C

Ｓ
D

Ｓ
D

Ｓ
D

3

廊下　L-1へ

廊下 廊下

掃除具

男子ＷＣ
女子ＷＣ Ｓ

C

CS2

CS1

CS1

FV - 2

F
V
-
1

F
V
-
1 天井隠ぺいころがし

天井隠ぺいころがし

天井隠ぺいころがしEM - E E F　1 . 6 - 2 C× 2

E M - E E F　1 . 6 - 3 C× 2

E M - E E F 1 . 6 - 3 C× 2（ P F 2 2 )

E M - E E F 1 . 6 - 2 C + 3 C（ P F 2 2 )

E M - E E F 1 . 6 - 2 C× 2（ P F 1 6 )

E M - E E F 1 . 6 × 2（ P F 1 6 ) 天井内隠ぺいころがし

天井内隠ぺいころがし

天井内隠ぺいころがし

天井内隠ぺいころがし

特記なき配線配管は下記による。

CS1

可児市立今渡北小学校賃貸借校舎トイレ・渡り廊下増築

電気設備　便所平面図 scale　1/50

15台

既設照明器具

既設ｽｲｯﾁ

L-02

100Φ

100Φ 100Φ

EM - E E F　1 . 6 - 3 C

１台

特記なき機器は下記による。

人感センサ－親機

人感センサ－子機

人感センサ－(換気)子機

人感センサ－親機(換気付 ) N D G 1 8 3 2 相 当 品 可

N D G - 1 8 7 1 6 K 相 当 品 可

N D G - 1 8 8 1 相 当 品 可

N D G - 1 8 7 1 相 当 品 可

W T C - 2 5 8 2 2 W相当品可

W T C - 2 5 8 2 0 W相当品可

W T C - 5 8 2 0 7 W相当品可

2個用コントロ-ルスイッチ

1個用コントロ-ルスイッチ

1個用 ｺ ﾝ ﾄ ﾛ - ﾙ ｽ ｲ ｯ ﾁ (換気付)

天井埋込換気扇 D V F - S 1 4 H 4 (相当品可）FV - 1

Ｓ

Ｓ

Ｓ

Ｓ

A

B

C

D

CS1

CS2

CS3

天井埋込換気扇 D V F - 1 4 F P N D 8 (相当品可）F V - 2

コントロ-ルスイッチはガ-ドプレ-トを取り付けのこと。

ｽﾃ ﾝ ﾚ ｽベンドキャップ・ｱ ﾙﾐ性フレキシブルダクト1 0 0Φ

ｽﾃ ﾝ ﾚ ｽベンドキャップ・ｱ ﾙﾐ性フレキシブルダクト1 0 0Φ

LED　（昼白色）

L EK D 10 30 1 3N -L S 9 同等品

●埋込穴寸法：Φ100 ●電源ユニット内蔵

●本体：アルミダイカスト

●化粧枠：プラスチック（バージンホワイト）

●器具寸法：幅115×271×埋込高99

●消費電力：8.0 W( A C2 00 V時)

●器具光束：920 lm　固有エネルギー消費効率：115 .0 l m/ W

●寿命：40, 00 0時間(光束維持率85% )●質量：0.7k g ●非調光

●定格電圧：AC10 0V～24 2V

C

◆LEDユニット交換形ダウンライト　一般形　(高効率　広角タイプ)

5台

●LE Dバー：ポリカーボネート　乳白

●器具サイズ：幅67×632×高さ89

●消費電力：21. 6W ( AC 2 00 V時)

●器具光束：3,1 00  lm　固有エネルギー消費効率：143 .5  lm / W

●寿命：40,0 00時間（光束維持率90％）

●ＴＥＮＱＯＯ直付２０形Ｗ７０防水 ●保護等級：ＩＰ２３
●質量：1.3k g●非調光

●定格電圧：AC1 00 V～242 V

●本体：鋼板　白

ＬＥＤ直付け　D ３台

ＬＥＫＴＷ２０７３２４Ｎ－ＬＳ９

B

A

2 3
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可児市立今渡北小学校賃貸借校舎トイレ・渡り廊下増築

L-02
②

③

E M - I E　 2 . 0× 2（ P F - 1 6 ）

E M - I E　1 . 6×2（P F - 1 6）

E M - I E   1 . 6× 3（ P F - 1 6）
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承　認 設　計 設計年月日 NO .
工事名

図面名

工事設計図

T E L  0 5 7 4  ( 6 2 )  1 8 8 1

F A X  0 5 7 4  ( 6 2 )  5 4 3 2 １級建築士　 三  宅  晶  信 　第 6 8 2 7 8 号

備  考

scale　　　　　　　　

可児市立今渡北小学校賃貸借校舎トイレ・渡り廊下増築工事

機 械 設 備 工 事 　 　 特 記 仕 様 書
(  または ● を適用する。)

１．工事名称 可児市立今渡北小学校賃貸借校舎トイレ・渡り廊下増築工事　(衛生設備工事)

２．工事場所 可児市今渡 地内

３．建物概要

４．一般事項 １)適用規準等

　 本工事は本特記仕様書ならびに設計図のほか、下記に準拠して施工する。

 　１)工事請負契約書

 　２)質疑応答書

 　３)国土交通省大臣官房官庁営繕部監修

 　５)国土交通省大臣官房官庁営繕部設備・環境課監修

 　　 　　　　　「公共建築工事標準仕様書（機械設備工事編）」 (最新版)

 　４)　　同　　「公共建築工事標準仕様書（電気設備工事編）」 (最新版)

 　　 　　　　　「公共建築設備工事標準図（機械設備工事編）」 (最新版)

 　７)関係法規ならびに供給事業者諸規程・諸工事規準

　 ６)　　同　　「公共建築設備工事標準図（電気設備工事編）」 (最新版)

　 設計図書に関する疑義は原則として、入札執行前に質疑書の提出によって

　 確かめるものとする。

２)諸手続等

３)主任技術者等の資格

　 工事の施工に必要な官公署その他への手続きは受注者の責任にて遅滞なく行う。

　 標準仕様書にいう　　　資格区分Ⅰを有する者　　資格区分Ⅱを有する者

４)施工図等

 　工事の施工に必要な図書（施工図、機器類承認願図）及び見本は施工前に

　 作成の上、監督職員の承認を受けること。

 　設計図及び本特記仕様書に明記なき事項でも本工事完成のため技術上、

 　納り上、当然施工を要する事項及び軽微な変更は、監督職員の指示に従い

　 受注者負担にて施工する。

 　本工事施工にあたり、不明不審の箇所または現場の納り上設計図と一致

 　しない場合は必ず監督職員の判定指示を受けて受注者の負担にて施工する

５)工事写真等（工事着手前及び工事中）

 　ものとし、独断にての施工は厳禁とする。

 　工事写真、工程写真は国土交通大臣官房官庁営繕部監修「工事写真の撮り方」

 　建築設備編に従って、下図に示す黒板及びスケールとともに綿密に撮影し、

 　工事写真帖に整理のうえ適時監督職員に提出し、承認を受けること。

 　（カラーサービス版　ファイル部数１部）

６)竣工写真

 　竣工写真は監督職員の指示する箇所を撮影する。

　 （カラーサービス版　ファイル部数１部）

７)提出書類

 　工事内訳明細書　　工事工程表

 　その他工事施工に関し必要なもの

 　監督職員の指示する書類

５．完成検査

　　工事引渡

完成期日前に監督職員立ち会いの上、各設備の外観・性能につき検査を行う。

完成検査前に各種の検査・試験に合格し、諸官公署の検査にも合格すること。

工事完成前に次の図書を作成し提出する。

１)完成図（データにて）

２)完成図のＡ２版２ツ折製本２部

３)完成図のＡ３版２ツ折製本２部

４)施工図の２ツ折製本２部

５)取扱説明書１部

６)保守指導案内書１部

７)保証書１部

８)試験成績書

９)その他保全に関する資料

９．機材製造者

10. 仮設

６．見積工事項目 給排水衛生設備工事

８．工事見積区分

７

同上リモコン取付及び配線

工 事 項 目No 建築 電気
機械

衛生 空調
別途 備 考

１

２

３

４

５

６

８

９

10

11

12

13

14

15

16

17

18

19

20

21

22

23

24

25

26

27

28

29

30

31

32

33

34

35

36

37

38

39

設備スリーブ箱入れ

同上用構造体補強

設備スリーブ防水処理

屋上設置機器用鉄骨基礎

一般部分機器用コンクリート基礎

機器用アンカーボルト及び箱入れ

天井・壁・床の設備用点検口

天井埋込器具の天井穴明け・墨出

同上用天井下地補強

外壁取付給排気用ガラリ

外壁取付ベントキャップ類

ドアガラリ

吹出口・吸込口

排気フード

換気扇及び取付枠・ウェザーカバー

ルーフドレン及び立樋

雨水側溝

雨水桝及び埋設雨水横引管

フロアドレン

流し台・ガス台

吊戸棚・水切棚

ガス湯沸器・電気温水器

消火器

消火器用埋込ボックス

機器一次側電源供給工事

エアコン・全熱交換器二次側制御配線

天井扇用スイッチ配線

給湯器リモコンスイッチ

同上用配管

電動シャッター・オートドアー

同上電気配管配線

上水道の本管接続費

下水公共桝 

下水道の本管接続費

上水道負担金

本受電後竣工引渡迄の電気の基本・従量料金

給水排水本設後竣工引渡迄の使用料金

●衛生器具設備

●給水設備

○給湯設備

●排水通気設備

○ＬＰＧ設備

○消火設備

○蒸気供給設備

○浄化槽設備

・

下記の工事または工事の部分については、下記に○印を付した工事に含むものとする。

本工事に使用する機材は全て新品とし、別紙メーカーリストより選定し監督職員の承諾を得るものとする。

メーカーリスト以外を使用する場合は監督職員と協議し決定する。

管材、管継手、亜鉛鉄板、保温材等のＪＩＳ規格・ＪＷＷＡ規格を指定した製品については各規格認定

工場の製品を選定するものとする。

別契約の関係受注者が設置した足場、さん橋類は無償で使用できる。

監督職員事務所を設置する。

工事用仮設物はすべて受注者の負担とする。

給排水衛生設備　工事概要・仕様
( ● を適用する。)

●衛生器具設備 ●陶器色

○金具メッキ

●形　式

白色　　カラー　(　打合せによる　)

ニッケルクロム(　　　)　ブロンズ　ゴールド　鉛　鋼

設計図衛生器具表参照

●給水設備 ○給水事業者 (　　　)

○給水本管径

○引込管径

○量水器 借用品：( 　 )mm　( 　 )個　　私設品：(    )mm　(   )個

方式　水道直結式 　高置水槽式 　定圧給水装置式 　圧力タンク式

　　　可変速ポンプ式

○機器仕様 建設省仕様　メーカー標準仕様

●管材質 設計図中凡例参照

●その他仕様 配管施工一般、保温工事、塗装工事は標準仕様書による

中央式　　局所式

電気　　ＬＰガス　　灯油　　Ａ重油　　その他(　　　)

国土交通省仕様　メーカー標準仕様

設計図中凡例参照

配管施工一般、保温工事、塗装工事は標準仕様書による

●排水通気設備 ○下水事業者

○下水方式

○下水本管径

●排水方式

(　　　)

合流式　　分流式

( 　　 )mm　　　本管接続径　( 　　 )mm

ポンプ排水　

●通気方式

●管材質

●その他仕様

各個通気式　ループ通気式　伸頂通気式　その他(　　　　)

設計図中凡例による

配管施工一般、保温工事、塗装工事は標準仕様書による

供給事業者　(　　　　)ガス　種別 (　　) 発熱量　(　　　)kcal/Nｍ3

○ガス本管

○ガス設備工事の施工は供給事業者の責任施工とする

○処理方式

○処理人員

○放流水質

放流先

単独処理　合併処理(　　　　　　　　　　方式)

(　　　)人　処理水量(　　　　)ｍ3/日

ＢＯＤ(　　)ppm　　ＳＳ(　　)ppm

(　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　)

パッケージ形消火設備　　　　　　　スプリンクラー(　　　　　　)

泡消火　　(　　　　　　)　粉末消火　　　(　　　　　　)

ハロン消火(　　　　　　)　ＣＯ2消火 　　(　　　　　　)

屋外消火栓(　　　　　　)　その他　　　　(粉末式消火器)

○消防設備 連結送水管設備(　　　　　)　連結散水設備(　　　　　　)

設計図中凡例参照

配管施工一般、保温工事、塗装工事は標準仕様書による

○種　別

○形　式

自家用　　営業用

設計図厨房器具表参照

蒸気ボイラ　( 貫流簡易ボイラ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　)

○熱源機器

○熱　源

○管　種

○管材質

○その他仕様 配管施工一般、保温工事、塗装工事は共通仕様書による

設計図中の凡例参照

蒸気管　給水管　温水管　排水管　冷却水管　ドレン管　油管

電気　　ＬＰガス　　灯油　　Ａ重油　　その他(　　　)

○管材質
○その他仕様

設計図中の凡例参照

配管施工一般、保温工事、塗装工事は共通仕様書による

●保温(共通工事)

屋 内 露 出

天井・ＰＳ内

衛　生　設　備

給水管 排水管

a1・(ﾛ)・Ⅶ

ｃ2・(ﾛ)・Ⅶ

a1・(ﾛ)・Ⅶ

ｃ2・(ﾛ)・Ⅶ

区分

種別

保温工事は下記とする。

○給水方式

○給湯設備 ○給湯方式

○熱　源

○機器仕様

○管材質

○その他仕様

○ＬＰＧ ボンベ(　　　　)kg　　(　　　　　)本

○消火設備

○管材質

○その他仕様

重力排水式　汚水雑排水合流式(屋外)　　汚水雑排水分流式(屋内)

洗面カウンター

2022-03 M - 0 1 A2 : N.S.
A3 : N.S.機械設備　特記仕様書・概要

(　50　 )mm

(25　　)mm

蒸気供給設備

ガス設備

汚水処理施設

消火設備

厨房器具設備

エアー配管設備

７．別途工事 ・ なし

建築構造　：鉄骨造　　ＲＣ　　平屋建

建築面積：　　87.25　　㎡、延床面積：　87.25　　　㎡

用途地域　：　第一種住居・第二種住居

主要用途　：　　　学校

防火地域　：　　指定なし

防火対象物：消防法施行令別表第1(１２)項(イ)　　　　無窓階　　有窓階



承　認 設　計 設計年月日 NO .
工事名

図面名

工事設計図

T E L  0 5 7 4  ( 6 2 )  1 8 8 1

F A X  0 5 7 4  ( 6 2 )  5 4 3 2 １級建築士　 三  宅  晶  信 　第 6 8 2 7 8 号

備  考

scale　　　　　　　　

可児市立今渡北小学校賃貸借校舎トイレ・渡り廊下増築工事

洋風便器
CFS498BYC

器 具 表

女

子

便

所

男

子

便

所

多
目
的
Ｗ
Ｃ

掃

除

具

主 要 付 属 品 ・ 仕 様 計

参 考 品 番

ＴＯＴＯ ＬＩＸＩＬ

名 称

フラッシュタンク式 掃除口付 暖房便座TCF226V6(ふた無し・着座センサー付) SUS製棚付二連紙巻器YH702

BC-P110PMA クイックタンク式 掃除口付 タンクDQ-PA150PCH 暖房便座CF21ALP-C(ふた無し・着座センサー付) SUS製棚付二連紙巻器CF-63HS

小便器
UFS900JS

U-A51AP

低リップタイプ 掃除口付 自動洗浄機能付き 超節水タイプ AC100V

   　〃　　　　　 〃　　　　　 〃　　　　　　　〃　　　 〃

カウンター式 台付自動単水栓TENA40A(AC100V ワンプッシュなし) 壁排水金具TLD2105JL350CM

L-2150FC

カウンター
ML45

MB-450M

奥行き450 １方エプロン プレーンタイプ L=2700 洗面器3個用

　　〃　　　　　〃　　 ベイシスタイプ　　〃　　　〃

〃
ML45

MB-450M 　　〃　　　　　〃　　 ベイシスタイプ　　〃　　　〃

奥行き450 １方エプロン プレーンタイプ L=1800 洗面器2個用

オーバーカウンター式 台付自動単水栓AM-320CV1(AC100V ワンプッシュなし) 壁排水金具LF-WN7PF

L270C

L-275FCR

カウンター一体形 自動水栓(単水栓)TENA12A 壁排水金具T7PW1

　　　〃　　　　 自動水栓(単水栓)AM-300V1 　 〃　　LF-WN7PF
洗面器

〃

掃除用流し
SK22A

S-202A

レバーハンドル横水栓T23AEQ20C  アングル止水栓TN114 床排水金具(Sトラップ)T37SGEP バックハンガーT9R

手すり
KF-920AE70D12J

T112CL10

　 〃　　 700W×700H×120D 樹脂被覆タイプ

L型固定式 700W×700H×120D 樹脂被覆タイプ

KF-H701AEJ

T112CU22
〃

〃
T112HK6R

KF-471EH60J

小便器用 樹脂被覆タイプ 600W×550D×470H

　 〃　　　　　〃　　　 600W×550D×410H

跳ね上げ式 ロック付 600L 樹脂被覆タイプ

　　〃　　　　〃　　600L　　　〃

KF-926AE80D25J 　 〃　　 800W×800H×250D 樹脂被覆タイプ

L型固定式 800W×800H×230D 樹脂被覆タイプT112CL11

鏡
480×1100H

360×1100H

KF-5010AG 500×1000H

360×1000HKF-3610AS

YMK51K

YMK52K

４ ２

レバーハンドル横水栓LF-7EZ-19 給水ホースSF-202 床排水金具(Sトラップ)SF-202SAF-P バックハンガーSF-10E

４

３ ２

１

１

１

１ １

１

１

１

３ ２

１

１

４

１

５

１

１

１

２

１

１

１

５

１

埋設：耐衝撃性硬質塩化ビニル管 HIVP

硬質塩化ビニル管 VP

記 号 名 称

給 水 管

汚 水 管

雑 排 水 管

通 気 管

凡 例

　　　　〃

　　　　〃

摘 要

塩ビ蓋

地中埋設標

塩ビ小口径桝

鉄製(舗装面)　コンクリ－ト製(土面)

一般：ステンレス鋼管

給 水 栓

ＧＶ JIS 10K仕 切 弁

JIS 10K　弁ボックス　VC-P〃

ＶＣ

床上掃除口
ＣＩＲ

非防水層用 長尺シート対応

深型フード SUS製通 気 口

自動給水栓

自動洗浄弁

2022-03 A2 : N.S.
A3 : N.S.機械設備　凡例 器具表M - 0 2

１ ７

〃

〃



承　認 設　計 設計年月日 NO .
工事名

図面名

工事設計図
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A2 : 1/100
A3 : 1/150■ 基礎伏図

■ 基礎詳細図
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■ 柱リスト

符　号 部　材 ＢＰＬ 備　考材料規格

備　考材料規格ウエブ継手フランジ継手部　材

■ 大梁リスト

符　号

備　考材料規格仕　口部　材

■ 小梁・ブレースリスト

符　号

■ 使用材料一覧 【ＪＩＳ規格があるものはすべてＪＩＳ規格品とする】
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粗骨材：最大径２５ｍｍ　混和剤：ＡＥ剤

設計基準強度　Ｆｃ＝１８Ｎ／ｍｍ2　ＳＬ＝１５ｃｍ

設計基準強度　Ｆｃ＝２１Ｎ／ｍｍ2　ＳＬ＝１５ｃｍ土間

捨てコン

粗骨材：最大径２５ｍｍ　混和剤：ＡＥ剤及びＡＥ減水剤　

設計基準強度　Ｆｃ＝２１Ｎ／ｍｍ2　ＳＬ＝１８ｃｍ躯体

コンクリート

粗骨材：最大径２５ｍｍ　混和剤：ＡＥ剤及びＡＥ減水剤　

ＳＤ２９５Ａ　重ね継手Ｄ１０～１６

鉄筋

高力ボルト：Ｓ１０Ｔ（トルシア型）大臣認定品とするボルト
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梁材

柱材

鉄骨

1．長期設計地耐力は 30kN/㎡ とする

■ 渡り廊下棟　基礎伏図凡例・特記事項
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トイレ棟 渡り廊下棟
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2．基礎底＝ＧＬ－２５０とする

A2 : 1/30
A3 : 1/45

A2 : 1/30･100
A3 : 1/45･150基礎伏図・基礎詳細図・鉄骨部材リスト表
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■ トイレ棟　基礎伏図凡例・特記事項

1．長期設計地耐力は 30kN/㎡ とする
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ポリエチレンフィルム t=0.15 敷込

2．基礎底＝ＧＬ－４５０とする

土間コンクリート t=120　D10 @200 シングル　縦横

土間コンクリート t=120　D10 @200 シングル　縦横

再生砕石 t=100 転圧共

再生砕石 t=100 転圧共

ポリエチレンフォーム保温板 t=20 敷込
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A2 : 1/30
A3 : 1/45■ 梁貫通補強

タテ･ヨコ･斜め　各1-D 13

原則基礎梁鉄筋は切断せずにゆるやかに曲げたうえ上記補強筋を配置すること

40ｄ

40ｄ
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GPL-4.5 2-M12

GPL-4.5（T形） 1-M12

胴縁１に溶接止め（工場溶接）
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GPL-6 2-M16

GPL-6 2-M16

GPL-6 2-M16

ＳＳＣ４００

GPL-6（T形） 1-M16

ピッチ600以下　GPL-4.5 1-M12

2GPL-4.5 1-M12　小口PL-4.5

ピッチ300以下　GPL-4.5 1-M12

ＳＴＫＲ４００

3．◆ は梁貫通補強箇所を示す

◆◆ ◆◆

GPL-6 1-M16　羽子板PL,ターンバックル共

GPL-6 1-M16　羽子板PL,ターンバックル共

GPL-6 1-M16　羽子板PL,ターンバックル共

GPL-4.5 1-M12　羽子板PL,ターンバックル共
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